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ず
っ
と
五
泉

。
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次
の
一
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と
も
に
未
来
へ
～
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20周
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「塩瀬羽二重」で作られた表彰状▶
　　(五泉織物工業協同組合寄贈)

　齊藤德好さんは「葛飾の

川をきれいにする会」の会

長として、葛飾区との協定

締結をはじめ、サケが結ぶ

小学生の交流や、五泉のチ

ューリップなどを活用した

花いっぱい運動などに取り

組み、五泉市と葛飾区のつ

なぎ手として尽力。両地域

の交流促進と発展に大きく

貢献をされました。

感謝状を授与感謝状を授与 市
勢
功
労
者
特
別
表
彰

市
勢
功
労
者
特
別
表
彰

《
地
方
自
治
功
労
》

多
大
な
功
績
を
た
た
え

多
大
な
功
績
を
た
た
え

合
併
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

次
の
一
歩
を
、

　
　と
も
に
未
来
へ

次
の
一
歩
を
、

　
　と
も
に
未
来
へ

動
画
を
放
映
。
参
加
者
は
懐
か
し
い

映
像
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
を
振
り
返
り
、
当
時
の
記
憶
を
思

い
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

五
泉
市
民
合
唱
団
と
村
松
合
唱
団
が

合
同
で
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
合
唱
。

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
五
泉
市
が
続
い

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
思
い
を
込
め

た
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　11
月
13
日
、
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
で
合

併
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
関

係
機
関
の
代
表
者
や
町
内
会
長
な
ど

約
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　式
典
は
、
五
泉
市
出
身
で
現
在
は

東
京
音
楽
大
学
に
在
学
し
て
い
る
関

塚
羽
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
開
幕
。

新
潟
県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
の
実
力
を
持
つ

関
塚
さ
ん
が
、
華
麗
な
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
20
周
年
に

合
わ
せ
て
市
勢
功
労
者
特
別
表
彰
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
勢
功
労
者
の
表

彰
も
あ
り
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
絹

織
物
を
使
用
し
た
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
10
周
年
か

ら
20
周
年
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
た

《
地
方
自
治
功
労
》

　市
で
は
毎
年
、
地
方
自
治
の
振
興
や
教
育
文
化
、
社
会
福
祉
の

向
上
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　９
分
野
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
47
人
・
１
団
体
の
み
な
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

郷
土
を
愛
し 

市
の
発
展
に
尽
力

郷
土
を
愛
し 

市
の
発
展
に
尽
力

加
藤

　健
一

　（
川
瀬
）

松
沢

　孝
然

　（
新
保
）

渡
邉

　隆
夫

　（
本
町
３
）

向

　均

　
　
　（
本
町
５
）

和
田

　文
夫

　（
東
本
町
１
）

森

　連
太
郎

　（
泉
町
１
）

中
田

　弘
明

　（
村
松
駅
前
通
５
）

寺
尾

　量
作

　（
番
坂
）

桃
井

　直
光

　（
高
牧
）

《
産
業
功
労
》

《
教
育
功
労
》

《
社
会
福
祉
功
労
》

《
交
通
安
全
功
労
》

《
保
健
功
労
》

《
文
化
功
労
》

《
消
防
功
労
》

阿
部

　周
夫

　（
寺
沢
５
）

羽
下

　貢

　
　（
愛
宕
）

剣
持

　雄
吾

　（
一
本
杉
）

熊
倉

　政
一

　（
猿
和
田
）

鈴
木

　良
民

　（
下
大
蒲
原
）

古
田

　常
藏

　（
三
本
木
２
）

瀧
澤

　健
一

　（
夏
針
）

加
藤

　健
一

　（
川
瀬
）

金
子

　洋

　
　（
本
村
西
）

川
口

　幸
平

　（
能
代
）

大
原

　祥
和

　（
丸
田
）

関
川

　敏
幸

　（
一
本
杉
）

大
樌

　彰
吉

　（
本
田
屋
３
）

　市
で
は
合
併
20
周
年
に
あ
た
っ
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
勢
の
進
展
に
貢
献

し
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
４
分
野
13
人
を
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。
各
分

野
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
功
労
》

《
交
通
安
全
功
労
》

《
消
防
功
労
》

令
和
７
年
度

　
　
　市
勢
功
労
者
表
彰

令
和
７
年
度

　
　
　市
勢
功
労
者
表
彰

金
子

　仁
美

　（
本
村
西
）

瀧
澤

　龍

　
　（
下
阿
弥
陀
瀬
）

（故）
生
沼

　信
昭
（
門
前
）

酒
井

　正
二

　（
搦
手
）

土
田

　博

　
　（
下
木
越
）

深
堀

　吉
一

　（
伊
勢
の
川
）

伊
野

　祐
介

　（
大
川
前
）

塚
野

　俊
明

　（
本
町
６
）

慈
光
寺
ス
ギ
並
木
を
守
る
会

五
十
嵐

　大
助
（
市
外
）

木
村

　勝
哉

　（
白
山
）

佐
藤

　茂

　
　（
市
外
）

関
塚

　真
弓

　（
寺
沢
４
）

星
野

　誠
一

　（
小
山
田
）

尾
坂

　勝

　
　（
三
本
木
１
）

寶
川

　良
隆

　（
太
田
１
）

目
崎

　禮
子

　（
宮
古
）

河
内

　桂
子

　（
横
町
２
）

五
十
嵐

　美
知
子
（
本
村
７
）

齋
藤

　忠

　
　（
青
橋
）

帆
苅

　達
郎

　（
南
本
町
３
）

※

こ
の
他
に
社
会
福
祉
功
労
と
消

　防
功
労
で
２
人
の
表
彰
が
あ
り

　ま
し
た
。

《
体
育
功
労
》

（故）
平
山

　弘
之
（
大
沢
）

金
子

　洋

　
　（
本
村
西
）

小
山

　隆

　
　（
中
野
）

澁
谷

　隆

　
　（
市
内
）

鈴
木

　和
久

　（
村
松
学
校
町
６
）

大
石

　繁
康

　（
村
松
学
校
町
５
）

澁
谷

　知
子

　（
市
内
）

伊
藤

　由
美
子
（
新
丁
）

金
子

　仁
美

　（
本
村
西
）

大
原

　祥
和

　（
丸
田
）

渡
邉

　幸
弘

　（
大
蔵
）

熊
倉

　和
伸

　（
上
大
蒲
原
）

斎
藤

　広
夢

　（
青
橋
）

新
保

　雅
也

　（
市
外
）

神
田

　忍

　
　（
五
十
嵐
新
田
）

酒
井

　晋
吾

　（
市
外
）

次の一歩を、ともに未来へ　合併20周年記念式典次の一歩を、ともに未来へ　合併20周年記念式典

　市の特産品である白生地「塩瀬羽二

重」を使用し、しっとりと重みのある

生地に文言が記された表彰状は全国的

にも例はなく、五泉産の白生地の優れ

た品質を示しています。
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「塩瀬羽二重」で作られた表彰状▶
　　(五泉織物工業協同組合寄贈)

　齊藤德好さんは「葛飾の

川をきれいにする会」の会

長として、葛飾区との協定

締結をはじめ、サケが結ぶ

小学生の交流や、五泉のチ

ューリップなどを活用した

花いっぱい運動などに取り

組み、五泉市と葛飾区のつ

なぎ手として尽力。両地域

の交流促進と発展に大きく

貢献をされました。

感謝状を授与感謝状を授与 市
勢
功
労
者
特
別
表
彰
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の
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、
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に
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来
へ

次
の
一
歩
を
、

　
　と
も
に
未
来
へ

動
画
を
放
映
。
参
加
者
は
懐
か
し
い

映
像
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
を
振
り
返
り
、
当
時
の
記
憶
を
思

い
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

五
泉
市
民
合
唱
団
と
村
松
合
唱
団
が

合
同
で
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
合
唱
。

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
五
泉
市
が
続
い

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
思
い
を
込
め

た
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　11
月
13
日
、
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
で
合

併
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
関

係
機
関
の
代
表
者
や
町
内
会
長
な
ど

約
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　式
典
は
、
五
泉
市
出
身
で
現
在
は

東
京
音
楽
大
学
に
在
学
し
て
い
る
関

塚
羽
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
開
幕
。

新
潟
県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
の
実
力
を
持
つ

関
塚
さ
ん
が
、
華
麗
な
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
20
周
年
に

合
わ
せ
て
市
勢
功
労
者
特
別
表
彰
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
勢
功
労
者
の
表

彰
も
あ
り
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
絹

織
物
を
使
用
し
た
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
10
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年
か

ら
20
周
年
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
た

《
地
方
自
治
功
労
》

　市
で
は
毎
年
、
地
方
自
治
の
振
興
や
教
育
文
化
、
社
会
福
祉
の

向
上
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　９
分
野
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
47
人
・
１
団
体
の
み
な
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

郷
土
を
愛
し 

市
の
発
展
に
尽
力

郷
土
を
愛
し 

市
の
発
展
に
尽
力

加
藤

　健
一

　（
川
瀬
）

松
沢

　孝
然

　（
新
保
）

渡
邉

　隆
夫

　（
本
町
３
）

向

　均

　
　
　（
本
町
５
）

和
田

　文
夫

　（
東
本
町
１
）

森

　連
太
郎

　（
泉
町
１
）

中
田

　弘
明

　（
村
松
駅
前
通
５
）

寺
尾

　量
作

　（
番
坂
）

桃
井

　直
光

　（
高
牧
）

《
産
業
功
労
》

《
教
育
功
労
》

《
社
会
福
祉
功
労
》

《
交
通
安
全
功
労
》

《
保
健
功
労
》

《
文
化
功
労
》

《
消
防
功
労
》

阿
部

　周
夫

　（
寺
沢
５
）

羽
下

　貢

　
　（
愛
宕
）

剣
持

　雄
吾

　（
一
本
杉
）

熊
倉

　政
一

　（
猿
和
田
）

鈴
木

　良
民

　（
下
大
蒲
原
）

古
田

　常
藏

　（
三
本
木
２
）

瀧
澤

　健
一

　（
夏
針
）

加
藤

　健
一

　（
川
瀬
）

金
子

　洋

　
　（
本
村
西
）

川
口

　幸
平

　（
能
代
）

大
原

　祥
和

　（
丸
田
）

関
川

　敏
幸

　（
一
本
杉
）

大
樌

　彰
吉

　（
本
田
屋
３
）

　市
で
は
合
併
20
周
年
に
あ
た
っ
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
勢
の
進
展
に
貢
献

し
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
４
分
野
13
人
を
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。
各
分

野
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
功
労
》

《
交
通
安
全
功
労
》

《
消
防
功
労
》

令
和
７
年
度

　
　
　市
勢
功
労
者
表
彰

令
和
７
年
度

　
　
　市
勢
功
労
者
表
彰

金
子

　仁
美

　（
本
村
西
）

瀧
澤

　龍

　
　（
下
阿
弥
陀
瀬
）

（故）
生
沼

　信
昭
（
門
前
）

酒
井

　正
二

　（
搦
手
）

土
田

　博

　
　（
下
木
越
）

深
堀

　吉
一

　（
伊
勢
の
川
）

伊
野

　祐
介

　（
大
川
前
）

塚
野

　俊
明

　（
本
町
６
）

慈
光
寺
ス
ギ
並
木
を
守
る
会

五
十
嵐

　大
助
（
市
外
）

木
村

　勝
哉

　（
白
山
）

佐
藤

　茂

　
　（
市
外
）

関
塚

　真
弓

　（
寺
沢
４
）

星
野

　誠
一

　（
小
山
田
）

尾
坂

　勝

　
　（
三
本
木
１
）

寶
川

　良
隆

　（
太
田
１
）

目
崎

　禮
子

　（
宮
古
）

河
内

　桂
子

　（
横
町
２
）

五
十
嵐

　美
知
子
（
本
村
７
）

齋
藤

　忠

　
　（
青
橋
）

帆
苅

　達
郎

　（
南
本
町
３
）

※

こ
の
他
に
社
会
福
祉
功
労
と
消

　防
功
労
で
２
人
の
表
彰
が
あ
り

　ま
し
た
。

《
体
育
功
労
》

（故）
平
山

　弘
之
（
大
沢
）

金
子

　洋

　
　（
本
村
西
）

小
山

　隆

　
　（
中
野
）

澁
谷

　隆

　
　（
市
内
）

鈴
木

　和
久

　（
村
松
学
校
町
６
）

大
石

　繁
康

　（
村
松
学
校
町
５
）

澁
谷

　知
子

　（
市
内
）

伊
藤

　由
美
子
（
新
丁
）

金
子

　仁
美

　（
本
村
西
）

大
原

　祥
和

　（
丸
田
）

渡
邉

　幸
弘

　（
大
蔵
）

熊
倉

　和
伸

　（
上
大
蒲
原
）

斎
藤

　広
夢

　（
青
橋
）

新
保

　雅
也

　（
市
外
）

神
田

　忍

　
　（
五
十
嵐
新
田
）

酒
井

　晋
吾

　（
市
外
）

次の一歩を、ともに未来へ　合併20周年記念式典次の一歩を、ともに未来へ　合併20周年記念式典

　市の特産品である白生地「塩瀬羽二

重」を使用し、しっとりと重みのある

生地に文言が記された表彰状は全国的

にも例はなく、五泉産の白生地の優れ

た品質を示しています。

しおぜはぶたえ
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　大
倉
氏
は
、
昭
和
58
年
に
刑
務
官
を
拝
命
し
、

以
来
、
新
潟
刑
務
所
に
お
い
て
38
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
職
務
に
尽
力
。
受
刑
者
の
更
生
支
援
や
施

設
の
安
全
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
熱
意

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
誠
実
な
姿
勢
で
矯
正
行
政

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

（市内）

大
倉 

　満 

氏
に
瑞
宝
単
光
章

秋
の

叙
勲
・
褒
章

　浅
井
氏
（
善
願
）
は
、
昭
和
58
年
か
ら
21
年
間
に
わ
た
り
善
願
町
内
会
会
長

と
し
て
、
町
内
の
中
心
的
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
円
滑
な
行
政
運
営
の
た
め

地
域
住
民
と
の
調
整
に
尽
力
。
町
内
会
の
発
展
と
地
域
住
民
が
安
心
安
全
で
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

浅
井

　健
男 

氏
に
旭
日
単
光
章

　島
田
氏
は
、
昭
和
51
年
に
警
察
官
を
拝
命
し
、

以
来
、
新
潟
東
警
察
署
、
新
潟
県
警
察
本
部
な
ど

で
主
に
生
活
安
全
課
、
地
域
課
で
36
年
間
に
わ
た

り
そ
の
職
務
に
尽
力
。
幾
多
の
事
件
な
ど
常
に
第

一
線
に
立
ち
、
地
域
住
民
の
安
心
と
安
全
の
た
め

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

（城下）
 

島
田

　寛
之 

氏
に
瑞
宝
単
光
章

　秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
元
市
議
会
議
員
の
川
瀨
圭
介
氏
、
元
善
願
町
内
会

長
の
浅
井
健
男
氏
が
地
方
自
治
功
労
で
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
第
45
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
で
は
、
元
法
務
事
務
官
の
大
倉
満
氏
が
矯
正
業
務
功
労
で
、
元
新

潟
県
警
部
の
島
田
寛
之
氏
が
警
察
功
労
で
受
章
。
ま
た
褒
章
に
お
い
て
は
業
務

精
励
で
神
田
幸
夫
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

川
瀨

　
圭
介 

氏
に
旭
日
双
光
章

　川
瀨
氏
（
下
町
２
）
は
、
平
成
４
年
に
村
松
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
町
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
と
し
て
17
年
半
に
わ
た
り
在
職
。
そ
の
間
、
五
泉
市
議

会
副
議
長
や
各
種
委
員
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し
、
持
ち
前
の
優
れ
た
才
知
と
判

断
力
、
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

（五十嵐新田）

神
田

　
幸
夫 

氏
に
黄
綬
褒
章

　神
田
氏
は
、
平
成
17
年
に
新
潟
県
鉄
筋
業
協
同

組
合
の
理
事
に
就
任
し
、
以
来
、
同
組
合
の
代
表

理
事
、
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
の
理
事
な
ど
建
設

関
係
団
体
の
役
員
を
歴
任
。
建
設
業
界
の
経
済
的

お
よ
び
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
し
、
業
界
全

体
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会

　
臨
時
会

　11
月
７
日
に
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
決
ま
っ

た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市 議 会

副
議
長
の
選
挙

〇
副
議
長

　羽
下

　貢

　氏

　五
泉
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
羽
下
貢
議
員
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

問い合わせ　スポーツ推進課生涯スポーツ振興係
　　　　　　　　　（総合会館内）  ☎(42)5194

全国大会出場者を紹介！全国大会出場者を紹介！

第77回全国高等学校相撲選抜大会

高知県　３/14～15　

　星　結仁さん（金沢学院大学附属高校２年）　

ＪＶＡ第14回全国ソフトバレーボールフェスティバル　

スポレク京都

京都府　11/22～23　

　落合　明さん    （寺沢１）

　落合　浩子さん（寺沢１）

第37回全国専門学校軟式野球選手権大会

岡山県　11/24～28　

　七瀬　裕太さん（尾白）　

ＷＴＷ全国大会2025（ドローンレース）

東京都　11/23　

　松尾　孝太さん（五泉中学校３年）　

岡村　正人さん

（本町５）
 

日 展日 展
「 

五
泉
モ
ア
イ 

」

 

　第118回日本美術展覧会が開催され、平山尚さん

と岡村正人さんが工芸美術部門で入選されました。

おめでとうございます。

　入
選
で
き
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
作
品
は
粘
土
の
柔
ら
か
さ
と
線
の

い
た
ず
ら
を
取
り
入
れ
、
ま
る
で
イ
ー
ス

タ
ー
島
の
ミ
ニ
モ
ア
イ
像
の
よ
う
で
す
。

作
品
名
は
「
五
泉
モ
ア
イ
」
と
し
、
あ
え

て
五
泉
を
入
れ
ま
し
た
。
展
示
、
画
集
で

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
そ
う
で
す
か
ら
。

工
芸
美
術
部
門

　久
々
の
日
展
出
品
で
入
選
で
き
て
嬉
し

い
で
す
。
作
品
は
機
織
り
の
後
に
手
刺
繍

を
加
え
ま
し
た
。
抽
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
な

の
で
躍
動
感
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
制
作
に
１
年
か
か
る
の
で
、

毎
年
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
日

展
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

画像提供：公益社団法人 日展 画像提供：公益社団法人 日展

「 

機 

」

と
き

平山　尚さん

（村松泉町３）

５ 広報ごせん／2025年（令和7年）12月10日号 ４

　大
倉
氏
は
、
昭
和
58
年
に
刑
務
官
を
拝
命
し
、

以
来
、
新
潟
刑
務
所
に
お
い
て
38
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
職
務
に
尽
力
。
受
刑
者
の
更
生
支
援
や
施

設
の
安
全
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
熱
意

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
誠
実
な
姿
勢
で
矯
正
行
政

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

（市内）

大
倉 

　満 

氏
に
瑞
宝
単
光
章

秋
の

叙
勲
・
褒
章

　浅
井
氏
（
善
願
）
は
、
昭
和
58
年
か
ら
21
年
間
に
わ
た
り
善
願
町
内
会
会
長

と
し
て
、
町
内
の
中
心
的
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
円
滑
な
行
政
運
営
の
た
め

地
域
住
民
と
の
調
整
に
尽
力
。
町
内
会
の
発
展
と
地
域
住
民
が
安
心
安
全
で
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

浅
井

　健
男 

氏
に
旭
日
単
光
章

　島
田
氏
は
、
昭
和
51
年
に
警
察
官
を
拝
命
し
、

以
来
、
新
潟
東
警
察
署
、
新
潟
県
警
察
本
部
な
ど

で
主
に
生
活
安
全
課
、
地
域
課
で
36
年
間
に
わ
た

り
そ
の
職
務
に
尽
力
。
幾
多
の
事
件
な
ど
常
に
第

一
線
に
立
ち
、
地
域
住
民
の
安
心
と
安
全
の
た
め

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

（城下）
 

島
田

　寛
之 

氏
に
瑞
宝
単
光
章

　秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
元
市
議
会
議
員
の
川
瀨
圭
介
氏
、
元
善
願
町
内
会

長
の
浅
井
健
男
氏
が
地
方
自
治
功
労
で
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
第
45
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
で
は
、
元
法
務
事
務
官
の
大
倉
満
氏
が
矯
正
業
務
功
労
で
、
元
新

潟
県
警
部
の
島
田
寛
之
氏
が
警
察
功
労
で
受
章
。
ま
た
褒
章
に
お
い
て
は
業
務

精
励
で
神
田
幸
夫
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

川
瀨

　
圭
介 

氏
に
旭
日
双
光
章

　川
瀨
氏
（
下
町
２
）
は
、
平
成
４
年
に
村
松
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
町
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
と
し
て
17
年
半
に
わ
た
り
在
職
。
そ
の
間
、
五
泉
市
議

会
副
議
長
や
各
種
委
員
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し
、
持
ち
前
の
優
れ
た
才
知
と
判

断
力
、
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

（五十嵐新田）

神
田

　
幸
夫 

氏
に
黄
綬
褒
章

　神
田
氏
は
、
平
成
17
年
に
新
潟
県
鉄
筋
業
協
同

組
合
の
理
事
に
就
任
し
、
以
来
、
同
組
合
の
代
表

理
事
、
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
の
理
事
な
ど
建
設

関
係
団
体
の
役
員
を
歴
任
。
建
設
業
界
の
経
済
的

お
よ
び
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
し
、
業
界
全

体
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会

　
臨
時
会

　11
月
７
日
に
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
決
ま
っ

た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市 議 会

副
議
長
の
選
挙

〇
副
議
長

　羽
下

　貢

　氏

　五
泉
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
羽
下
貢
議
員
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

問い合わせ　スポーツ推進課生涯スポーツ振興係
　　　　　　　　　（総合会館内）  ☎(42)5194

全国大会出場者を紹介！全国大会出場者を紹介！

第77回全国高等学校相撲選抜大会

高知県　３/14～15　

　星　結仁さん（金沢学院大学附属高校２年）　

ＪＶＡ第14回全国ソフトバレーボールフェスティバル　

スポレク京都

京都府　11/22～23　

　落合　明さん    （寺沢１）

　落合　浩子さん（寺沢１）

第37回全国専門学校軟式野球選手権大会

岡山県　11/24～28　

　七瀬　裕太さん（尾白）　

ＷＴＷ全国大会2025（ドローンレース）

東京都　11/23　

　松尾　孝太さん（五泉中学校３年）　

岡村　正人さん

（本町５）
 

日 展日 展
「 

五
泉
モ
ア
イ 

」

 

　第118回日本美術展覧会が開催され、平山尚さん

と岡村正人さんが工芸美術部門で入選されました。

おめでとうございます。

　入
選
で
き
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
作
品
は
粘
土
の
柔
ら
か
さ
と
線
の

い
た
ず
ら
を
取
り
入
れ
、
ま
る
で
イ
ー
ス

タ
ー
島
の
ミ
ニ
モ
ア
イ
像
の
よ
う
で
す
。

作
品
名
は
「
五
泉
モ
ア
イ
」
と
し
、
あ
え

て
五
泉
を
入
れ
ま
し
た
。
展
示
、
画
集
で

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
そ
う
で
す
か
ら
。

工
芸
美
術
部
門

　久
々
の
日
展
出
品
で
入
選
で
き
て
嬉
し

い
で
す
。
作
品
は
機
織
り
の
後
に
手
刺
繍

を
加
え
ま
し
た
。
抽
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
な

の
で
躍
動
感
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
制
作
に
１
年
か
か
る
の
で
、

毎
年
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
日

展
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

画像提供：公益社団法人 日展 画像提供：公益社団法人 日展

「 

機 

」

と
き

平山　尚さん

（村松泉町３）

５ 広報ごせん／2025年（令和7年）12月10日号 ４



消消 知防本部からのお らせらせ
消防本部　☎（42）0119　村松分署　☎（58）6001
火災や災害のテレホンサービス    ☎（42）3399

年末の大掃除で火災予防

　消火栓や防火水槽などは道路沿いに

設置してあります。違法な駐車車両が

あると、消火活動の妨げになります。

消防出初式

　１年の無火災を祈願する消防出初式で、はしご乗り

奉納を行います。消防団村松方面隊による伝統ある勇

壮なはしご乗りを、ぜひ見に来てください。

日時　令和８年１月４日㈰　午前11時30分ごろ～

会場　五泉八幡宮境内

※悪天候などにより中止する場合は、

　テレホンサービスおよびフェイス

　ブックでお知らせします。

消火栓などの付近は駐車禁止

消防団員募集！
　　～あなたの力を貸してください～µ

　次の要件を満たす人（男女不問）

・市内に在住または在勤の人

・18歳以上の人

・心身ともに健康な人

　昨年の建物火災は６件、今年は10月末時点で３件で

した。近年、電気器具や電気配線が原因の火災が増加

しています。その要因のほとんどが『ほこり』や『不

適切な取扱い』です。

　年末の大掃除の際に、いま一度火の元に注意し火災

のない年末年始を過ごしましょう。

電気火災の主な原因！

　内蔵のリチウムイオン電池からの発火が

多発しています。以下に注意しましょう。

・強い衝撃や圧力を加えない

・熱や異常を感じたら使用しない

コンセントからの発火

　コンセントとプラ

　グの間のほこりは

　ためないようにし

　ましょう。

コードからの発火

束ねたコードや

コンセントのゆ

るみを確認しま

しょう。

詳しくは
こちら▶

モバイルバッテリーからの発火

　五泉市保健センターの改修工事のため、旧第

一幼稚園に一時移転していた、ママ♡サロンや

赤ちゃん広場は、こども家庭センターの開所に

合わせて、五

泉市保健セン

ターに戻りま

す。

　すべての妊産婦、子ども、子育て家庭を対象に、

切れ目のない包括的な相談・支援を行う機関です。

問い合わせ　こども家庭課子育て支援係　☎(43)3911

赤ちゃんの体重測定や

育児相談、妊娠届出は

事前に電話で予約の上、

来てください。

１月５日㊊五泉市保健センター内にオープン！

こども家庭センター

　　「にこにこスクエア」

こども家庭センター

　　「にこにこスクエア」

　妊娠、出産、子育て

の相談・支援をします。

　子育て家庭の悩みや

児童虐待の相談・支援

をします。

こども家庭相談係すくすく子育て応援係

 ２つの係が子育て中のみなさんに寄り添います

国
民

年金コーナー

問い合わせ　市民課保険年金係                          ☎(43)3911
　　　　　　村松支所　市民係                          ☎(58)7181
　　　　　　新潟東年金事務所国民年金課　☎025(283)1016

※納付書が手元にない場合は再発行しますので、年金事

　務所へ連絡してください。

※経済的に納付が難しい場合、免除の申請ができます。

　年金事務所または市役所で申請してください。（所得

　要件あり）

■１年間の未納で、受給額が年額約２万円少なくなります

■障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取れない場合があります

未納のままにしておくと…未納のままにしておくと…

年金生活者支援給付金の
　　　　請求手続きは済んでいますか？
年金生活者支援給付金の
　　　　請求手続きは済んでいますか？

　基礎年金を受給している人で、令和６年分の所得額が

低下したことなどにより、新たに年金生活者支援給付金

を受け取ることができる人へ、請求書が送付されていま

す。手続きが遅れると受け取れない期間が発生するため、

請求期間内に忘れずに手続きをしてください。

給付金専用ダイヤル　☎0570(05)4092［ナビダイヤル］

　国民年金保険料の未納期間がある人に、納付の案内が

日本年金機構から送付されました。国民年金は、将来の

備えに必要な社会保険です。忘れずに納めましょう。

将来のために！将来のために！
国民年金保険料を納めましょう国民年金保険料を納めましょう
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申込・問い合わせ　こども家庭課保育係　☎(43)3911
　　　　　　　　　村松支所　福祉係　　☎(58)7181

にこサポ ぴったりサービス 

開設時間　

◦登校日…下校時～午後６時30分

◦土曜、休校日…午前７時30分～午後６時30分

休み　日曜、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）

保育料　月額5,000円（８月のみ8,000円）

申込方法　入会申込書、児童調査票、就労証明書などの

　家庭で保育できないことを証明する書類を、こども家

　庭課または支所福祉係へ提

　出してください。書類は、

　こども家庭課、支所福祉係、

　各学童クラブ、にこサポサ

　イトにあります。

申込締切　12月26日㈮
※就労状況や家庭の保育状況により入会できない場合が

　あります。定員を超える申し込みがあった場合は、低

　学年を優先します。

令和８年度令和８年度

　学童クラブでは、市内の小学生を対象に、放課後や休校日に

保護者が仕事などで保育できない家庭の児童を預かっています。

学童クラブの児童募集学童クラブの児童募集

学童クラブげんき童夢　五泉南小学校前（駅前２）

南っ子学童クラブ　五泉駅となり（南本町１）

東っこ学童クラブ　五泉東小学校内（赤海）

だしっ子学童クラブ　川東小学校内（中川新）

あわしま学童クラブ　粟島ふれあい館内（粟島）

いずみ学童クラブ　五泉小学校となり（本町６）

みどりっ子学童クラブ　村松小学校内（城下）

あたご学童クラブ　愛宕小学校内（石曽根）

すもと学童クラブ　一本杉公会堂（一本杉）

第２いずみ学童クラブ　旧第一幼稚園２階（学校町）

学童クラブ名・所在地など

vol.43

市
長
室
か
ら

ご
せ
ん
歳
時
記

「
五
泉
新
発
見
・
再
発
見
！
」

五
泉
市
長

　田
邊 

正
幸

　み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
師
走
12
月
、
早

々
に
降
雪
と
な
り
ま
し
た
ね
。
幸
い
除
雪
車
の

出
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
気
に
冬
の

モ
ー
ド
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
日
本
海
側
の

冬
空
は
鉛
色
の
空
と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
雲
間

か
ら
時
折
り
の
ぞ
く
青
空
と
太
陽
、
そ
し
て
五

泉
の
三
方
の
山
々
に
新
雪
が
広
が
る
光
景
に
、

寒
さ
を
忘
れ
て
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
の
松
尾
芭
蕉
が
松
島
を
見
て
、
あ
ま
り
の
絶

景
に
言
葉
を
失
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

同
様
の
心
境
で
し
た
ね
。
毎
年
の
降
雪
に
「
雪

は
勘
弁
し
て
」
と
ど
う
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
思
考

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
山
々
に
降
り
積
も

る
雪
が
私
た
ち
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
。
と
は
い
え
、
今
季
こ
そ
大
雪
・
豪
雪
に

な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
車
の
冬
タ
イ
ヤ

の
交
換
を
は
じ
め
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ス
コ
ッ

プ
な
ど
除
雪
資
材
の
準
備
な
ど
、
雪
へ
の
備
え

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
市
民
芸
能
祭
を
毎
回
、
最
後
ま
で
観

覧
し
、
五
泉
の
芸
能
人
の
み
な
さ
ま
の
舞
踊
、

歌
謡
、
ダ
ン
ス
な
ど
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
愛
宕
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

ら
の
忠
犬
タ
マ
公
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
み
に
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　さ
て
、
市
民
芸
能
祭
を
毎
回
、
最
後
ま
で
観

覧
し
、
五
泉
の
芸
能
人
の
み
な
さ
ま
の
舞
踊
、

歌
謡
、
ダ
ン
ス
な
ど
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
愛
宕
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

ら
の
忠
犬
タ
マ
公
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
猛
威
を
振
る
う
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
出
演
が
か
な
わ
ず
残
念
で

し
た
。
も
っ
と
も
市
の
無
形
文
化
財
・
帛
の
帯

の
踊
り
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
は
存
分
に
楽

し
め
ま
し
た
。
ま
た
、
50
年
ぶ
り
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
が
「
～
そ
れ
、
サ
ン
サ
ン
カ
ラ
リ
と

夜
が
明
け
て
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
の
～
」
の
五
泉

小
唄
を
耳
に
し
ま
し
た
。
私
が
小
学
生
の
頃
、

橋
田
地
域
に
は
地
域
有
線
電
話
が
あ
り
、
ま
た

別
に
電
電
公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
の
電
話
も
あ
り

ま
し
た
。
毎
朝
６
時
半
に
な
る
と
そ
の
有
線
電

話
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
必
ず
こ
の
五
泉
小
唄
が

流
れ
、
目
覚
ま
し
時
計
代
わ
り
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ほ
ぼ
毎
日
耳
に
入
る
の
で
小
学
生
の
性

分
で
歌
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
半

世
紀
ぶ
り
に
聴
き
、
そ
の
歌
詞
か
ら
情
景
や
所

作
が
想
像
で
き
、
ま
せ
た
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い

た
自
分
に
思
わ
ず
顔
が
紅
潮
し
ま
し
た
。

　市
長
に
就
任
し
間
も
な
く
４
年
。
毎
日
、
五

泉
の
新
発
見
や
再
発
見
を
し
、
や
は
り
住
ん
で

よ
し
の
五
泉
。
４
年
半
前
に
首
都
圏
か
ら
五
泉

に
再
居
住
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
五
泉
を
体
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ま
が

心
豊
か
に
ず
っ
と
五
泉
を
実
感
す
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
少
し
早
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で
す
が
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よ
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お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
せ
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高齢者世帯などに

屋根の雪下ろし助成
高齢者世帯などに

屋根の雪下ろし助成

対象世帯　高齢者のみの世帯／高齢者と障がい

　者のみの世帯／高齢者と児童のみの世帯／高

　齢者とひとり親世帯／障がい者のみの世帯／

　障がい者と児童のみの世帯／障がい者とひと

　り親世帯／ひとり親世帯

※障がい者は、身体障害者手帳１・２級、療育

　手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級を持つ

　人に限ります。

※児童とは18歳に達する日以後の最初の３月31

　日までの間にある人です。

※ひとり親世帯とは、ひとり親と児童のみの世

　帯です。

対象条件　雪下ろしを建設業者などに依頼した

　場合

対象経費　母屋の雪下ろし、母屋の雪下ろしに

　伴う必要最低限の避難路の除排雪にかかった

　経費

※車庫や農舎の雪下ろし、庭の除雪などは対象

　外です。

助成額　１回20,000円を上限とする実額（１世

　帯２回まで）

申請に必要なもの　領収書、金融機関の通帳、

　雪下ろし前と後の写真

申請締切　令和８年３月31日㈫

申込・問い合わせ　
　高齢福祉課いきいき福祉係　☎(43)3911
　村松支所　福祉係　　　　　☎(58)7181

の
暮
ら
し
に

え
て

冬

備

除雪車出動は

　　降雪10センチ

除雪車出動は

　　降雪10センチ

◦
国
道
・
県
道
は

　
新
潟
地
域
振
興
局

　
新
津
地
域
整
備
部
維
持
管
理
課

　
　
　
　
昼
間

　
☎
(24)
７
１
２
２

　
　
　
　
夜
間

　
☎
(24)
７
１
１
２

◦
市
道
は

　
都
市
整
備
課
道
路
維
持
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
(43)
３
９
１
１

問い合わせ

雪
　
冬
期
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
早
め
の
確
認
と
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
冬
期
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
早
め
の
確
認
と
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　除
雪
車
は
、
市
内
の
主
要
な
道
路

の
降
雪
深
10
セ
ン
チ
を
目
安
に
出
動

し
ま
す
。
除
雪
作
業
は
、
午
前
２
時

30
分
か
ら
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯

を
目
途
に
完
了
す
る
よ
う
行
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
の
除
雪
は
、
お
お
む
ね

15
セ
ン
チ
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

　雪
の
降
り
方
に
よ
っ
て
、
目
標
と

す
る
時
間
ま
で
に
作
業
が
終
わ
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
が
で
き
な
く
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

②
雪
を
路
上
に
出
さ
な
い
で

　路
面
に
凹
凸
が
で
き
、
通
行
の
支

障
と
な
り
ま
す
。

③
路
上
に
物
を
置
か
な
い
で

　道
路
上
に
車
庫
へ
車
を
乗
り
入
れ

る
た
め
の
敷
鉄
板
な
ど
が
あ
る
と
、

除
雪
の
支
障
、
破
損
や
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

④
出
入
口
は
各
自
で
除
雪
を

　除
雪
作
業
後
、
玄
関
な
ど
の
出
入

り
口
に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
各
自
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し

世
帯
の
玄
関
先
な
ど
は
、
地
域
で
協

力
し
て
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
空
き
地
へ
の
雪
置
き
に
ご
理
解
を

　連
続
し
て
除
雪
作
業
を
行
う
と
雪

を
置
く
場
所
が
な
く
な
る
た
め
、
十

分
な
除
雪
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

空
き
地
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
雪

置
き
場
と
し
て
の
提
供
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑥
道
路
に
伸
び
た
樹
木
は
剪
定
を

　除
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
は
、
剪
定
や

伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　除
雪
車
の
周
辺
は
運
転
手
の
死
角

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
危
険
で
す
。

　　市
道
の
除
雪
作
業
状
況
を
地
図
上

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　除
雪
が
完
了
し
た
路
線
は
赤
色
、

消
雪
パ
イ
プ
は
緑
色
で
表
示
し
ま
す
。

掲
載
期
間

　令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

　雪
捨
て
は
市
内
３
カ
所
に
あ
る
雪

捨
て
場
（
太
川
橋
下
流
左
岸
、
善
願

橋
上
流
左
岸
、
矢
津
地
内
の
旧
不
燃

物
埋
立
地
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　毎
日
、
午
後
２
時
か
ら
３
時
と
、

午
後
４
時
か
ら
５
時
の
２
回
休
止
し

ま
す
。

　希
望
す
る
町
内
は
都
市
整
備
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
保
険
の
加

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

雪
捨
て
は
指
定
場
所
へ

雪
捨
て
は
指
定
場
所
へ

！

消
雪
パ
イ
プ
の
休
止

消
雪
パ
イ
プ
の
休
止

！

除
雪
作
業
へ
の

　
　ご
理
解
と
ご
協
力
を

除
雪
作
業
へ
の

　
　ご
理
解
と
ご
協
力
を

　冬期間のごみ収集作業を

スムーズに行うため、ごみ

ステーション付近の除雪を

各町内会で行うよう、協力

をお願いします。ごみステ

ーションのコンテナが不足

している場合は、環境保全

課へ連絡してください。

　また、し尿くみ取り作業

がしやすいよう、くみ取り

口周辺や進入路の除雪は各

家庭でお願いします。

ごみステーションなどごみステーションなど

除雪にご協力を除雪にご協力を

問い合わせ　
　環境保全課衛生係　
　　　  ☎(43)3911

除
雪
状
況
図
を
公
開

除
雪
状
況
図
を
公
開

除雪情報公開
システムは
こちらから

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　貸
し
出
し

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　貸
し
出
し

！

　水
道
は
寒
さ
が
大
敵
で
す
。
宅
地

内
の
水
道
管（
給
水
管
）は
、
破
損
す

る
と
修
理
費
用
は
個
人（
所
有
者
）が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
冬

に
備
え
て
、
寒
さ
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
る

た
め
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

損
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
特
に
凍
結
し
や
す
い
場
所

・
配
管
が
む
き
出
し
の
場
所

・
北
向
き
で
常
に
日
陰
の
場
所

・
風
当
た
り
の
強
い
場
所

◎
凍
結
防
止
の
方
法

・
市
販
の
保
温
材
や
タ
オ
ル
な
ど
で

　水
道
管
を
包
み
、
そ
の
上
か
ら
ビ

　ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
く
。

・
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
出
す
。

※
凍
結
防
止
の
た
め
に
出
し
た
水
に

　も
水
道
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
浴

　槽
や
バ
ケ
ツ
に
た
め
る
な
ど
し
て
、

　有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　　タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
50
度
程
度
の
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
溶
か
し
ま
し
ょ
う
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
蛇
口
や
水
道
管

　が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

　熱
湯
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

　　水
道
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い

た
ら
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　水
道
管
の
破
損
・
漏
水
の
修
理
は
、

市
が
指
定
す
る
水
道
工
事
事
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
工
事
事

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

　　漏
水
で
水
道
料
金
が
高
額
に
な
っ

た
と
き
、
市
が
指
定
す
る
水
道
工
事

事
業
者
が
修
理
し
、
所
定
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
軽
減
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　　冬
期
間
家
を
空
け
る
な
ど
、
水
道

を
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は
「
一

時
中
止
」
の
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
中
止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
か

か
ら
ず
、
漏
水
の
心
配
も
な
く
な
り

ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、
上
下
水
道

局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　冬
期
間
は
、
積
雪
で
水
道
メ
ー
タ

ー
の
検
針
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
今
ま
で
の
使
用

水
量
を
基
に
料
金
を
計
算
し
、
請
求

し
ま
す
。
実
際
の
使
用
量
と
の
過
不

足
は
、
融
雪
後
の
検
針
結
果
で
精
算

し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

凍
結
し
た
場
合
は

破
損
・
漏
水
の
修
理
は

長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は

検
針
で
き
な
い
と
き
は

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

保
温
材
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
局
お
客
様
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(58)
６
６
５
３

家庭の水道も冬支度を！家庭の水道も冬支度を！

水道水道

水道工事
事業者は
こちら▼

熱湯は
ＮＧ！

日
頃
か
ら
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を

漏
水
の
軽
減
制
度

詳しくは
こちら▼

せ
ん
て
い
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高齢者世帯などに

屋根の雪下ろし助成
高齢者世帯などに

屋根の雪下ろし助成

対象世帯　高齢者のみの世帯／高齢者と障がい

　者のみの世帯／高齢者と児童のみの世帯／高

　齢者とひとり親世帯／障がい者のみの世帯／

　障がい者と児童のみの世帯／障がい者とひと

　り親世帯／ひとり親世帯

※障がい者は、身体障害者手帳１・２級、療育

　手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級を持つ

　人に限ります。

※児童とは18歳に達する日以後の最初の３月31

　日までの間にある人です。

※ひとり親世帯とは、ひとり親と児童のみの世

　帯です。

対象条件　雪下ろしを建設業者などに依頼した

　場合

対象経費　母屋の雪下ろし、母屋の雪下ろしに

　伴う必要最低限の避難路の除排雪にかかった

　経費

※車庫や農舎の雪下ろし、庭の除雪などは対象

　外です。

助成額　１回20,000円を上限とする実額（１世

　帯２回まで）

申請に必要なもの　領収書、金融機関の通帳、

　雪下ろし前と後の写真

申請締切　令和８年３月31日㈫

申込・問い合わせ　
　高齢福祉課いきいき福祉係　☎(43)3911
　村松支所　福祉係　　　　　☎(58)7181

の
暮
ら
し
に

え
て

冬

備

除雪車出動は

　　降雪10センチ

除雪車出動は

　　降雪10センチ

◦
国
道
・
県
道
は

　
新
潟
地
域
振
興
局

　
新
津
地
域
整
備
部
維
持
管
理
課

　
　
　
　
昼
間

　
☎
(24)
７
１
２
２

　
　
　
　
夜
間

　
☎
(24)
７
１
１
２

◦
市
道
は

　
都
市
整
備
課
道
路
維
持
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
(43)
３
９
１
１

問い合わせ

雪
　
冬
期
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
早
め
の
確
認
と
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
冬
期
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
早
め
の
確
認
と
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　除
雪
車
は
、
市
内
の
主
要
な
道
路

の
降
雪
深
10
セ
ン
チ
を
目
安
に
出
動

し
ま
す
。
除
雪
作
業
は
、
午
前
２
時

30
分
か
ら
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯

を
目
途
に
完
了
す
る
よ
う
行
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
の
除
雪
は
、
お
お
む
ね

15
セ
ン
チ
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

　雪
の
降
り
方
に
よ
っ
て
、
目
標
と

す
る
時
間
ま
で
に
作
業
が
終
わ
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
が
で
き
な
く
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

②
雪
を
路
上
に
出
さ
な
い
で

　路
面
に
凹
凸
が
で
き
、
通
行
の
支

障
と
な
り
ま
す
。

③
路
上
に
物
を
置
か
な
い
で

　道
路
上
に
車
庫
へ
車
を
乗
り
入
れ

る
た
め
の
敷
鉄
板
な
ど
が
あ
る
と
、

除
雪
の
支
障
、
破
損
や
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

④
出
入
口
は
各
自
で
除
雪
を

　除
雪
作
業
後
、
玄
関
な
ど
の
出
入

り
口
に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
各
自
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し

世
帯
の
玄
関
先
な
ど
は
、
地
域
で
協

力
し
て
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
空
き
地
へ
の
雪
置
き
に
ご
理
解
を

　連
続
し
て
除
雪
作
業
を
行
う
と
雪

を
置
く
場
所
が
な
く
な
る
た
め
、
十

分
な
除
雪
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

空
き
地
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
雪

置
き
場
と
し
て
の
提
供
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑥
道
路
に
伸
び
た
樹
木
は
剪
定
を

　除
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
は
、
剪
定
や

伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　除
雪
車
の
周
辺
は
運
転
手
の
死
角

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
危
険
で
す
。

　　市
道
の
除
雪
作
業
状
況
を
地
図
上

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　除
雪
が
完
了
し
た
路
線
は
赤
色
、

消
雪
パ
イ
プ
は
緑
色
で
表
示
し
ま
す
。

掲
載
期
間

　令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

　雪
捨
て
は
市
内
３
カ
所
に
あ
る
雪

捨
て
場
（
太
川
橋
下
流
左
岸
、
善
願

橋
上
流
左
岸
、
矢
津
地
内
の
旧
不
燃

物
埋
立
地
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　毎
日
、
午
後
２
時
か
ら
３
時
と
、

午
後
４
時
か
ら
５
時
の
２
回
休
止
し

ま
す
。

　希
望
す
る
町
内
は
都
市
整
備
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
保
険
の
加

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

雪
捨
て
は
指
定
場
所
へ

雪
捨
て
は
指
定
場
所
へ

！

消
雪
パ
イ
プ
の
休
止

消
雪
パ
イ
プ
の
休
止

！

除
雪
作
業
へ
の

　
　ご
理
解
と
ご
協
力
を

除
雪
作
業
へ
の

　
　ご
理
解
と
ご
協
力
を

　冬期間のごみ収集作業を

スムーズに行うため、ごみ

ステーション付近の除雪を

各町内会で行うよう、協力

をお願いします。ごみステ

ーションのコンテナが不足

している場合は、環境保全

課へ連絡してください。

　また、し尿くみ取り作業

がしやすいよう、くみ取り

口周辺や進入路の除雪は各

家庭でお願いします。

ごみステーションなどごみステーションなど

除雪にご協力を除雪にご協力を

問い合わせ　
　環境保全課衛生係　
　　　  ☎(43)3911

除
雪
状
況
図
を
公
開

除
雪
状
況
図
を
公
開

除雪情報公開
システムは
こちらから

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　貸
し
出
し

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　貸
し
出
し

！

　水
道
は
寒
さ
が
大
敵
で
す
。
宅
地

内
の
水
道
管（
給
水
管
）は
、
破
損
す

る
と
修
理
費
用
は
個
人（
所
有
者
）が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
冬

に
備
え
て
、
寒
さ
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
る

た
め
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

損
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
特
に
凍
結
し
や
す
い
場
所

・
配
管
が
む
き
出
し
の
場
所

・
北
向
き
で
常
に
日
陰
の
場
所

・
風
当
た
り
の
強
い
場
所

◎
凍
結
防
止
の
方
法

・
市
販
の
保
温
材
や
タ
オ
ル
な
ど
で

　水
道
管
を
包
み
、
そ
の
上
か
ら
ビ

　ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
く
。

・
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
出
す
。

※
凍
結
防
止
の
た
め
に
出
し
た
水
に

　も
水
道
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
浴

　槽
や
バ
ケ
ツ
に
た
め
る
な
ど
し
て
、

　有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　　タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
50
度
程
度
の
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
溶
か
し
ま
し
ょ
う
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
蛇
口
や
水
道
管

　が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

　熱
湯
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

　　水
道
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い

た
ら
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　水
道
管
の
破
損
・
漏
水
の
修
理
は
、

市
が
指
定
す
る
水
道
工
事
事
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
工
事
事

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

　　漏
水
で
水
道
料
金
が
高
額
に
な
っ

た
と
き
、
市
が
指
定
す
る
水
道
工
事

事
業
者
が
修
理
し
、
所
定
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
軽
減
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　　冬
期
間
家
を
空
け
る
な
ど
、
水
道

を
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は
「
一

時
中
止
」
の
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
中
止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
か

か
ら
ず
、
漏
水
の
心
配
も
な
く
な
り

ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、
上
下
水
道

局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　冬
期
間
は
、
積
雪
で
水
道
メ
ー
タ

ー
の
検
針
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
今
ま
で
の
使
用

水
量
を
基
に
料
金
を
計
算
し
、
請
求

し
ま
す
。
実
際
の
使
用
量
と
の
過
不

足
は
、
融
雪
後
の
検
針
結
果
で
精
算

し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

凍
結
し
た
場
合
は

破
損
・
漏
水
の
修
理
は

長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は

検
針
で
き
な
い
と
き
は

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

保
温
材
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
局
お
客
様
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(58)
６
６
５
３

家庭の水道も冬支度を！家庭の水道も冬支度を！

水道水道

水道工事
事業者は
こちら▼

熱湯は
ＮＧ！

日
頃
か
ら
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を

漏
水
の
軽
減
制
度

詳しくは
こちら▼

せ
ん
て
い
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共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
互
い
に

そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

差
別
を
な
く
そ
う

問い合わせ　
　障がい者基幹相談支援センター
　☎(41)0653

■
障
害
者
差
別
解
消
法

　障
が
い
者
へ
の
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
の

提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は
？

　行
政
機
関
や
店
舗
な
ど
の
事
業
者

が
障
が
い
を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
場
所
や
時

間
帯
を
制
限
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

・
介
助
者
が
い
な
い
と
店
に
入
る
こ

　と
が
で
き
な
い

・
受
付
対
応
を
拒
否
す
る

・
接
遇
の
質
を
下
げ
る

　
　

…

な
ど

　正
当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
本
人
に
そ
の
理
由
を
説
明

し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
？

　障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
対
応
が
必

要
だ
と
伝
え
ら
れ
た
場
合
、
負
担
が

か
か
り
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る

こ
と
で
す
。

・
車
い
す
の
ま
ま
着
席
で
き
る
ス
ペ

　ー
ス
を
確
保
す
る

・
代
筆
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
本
人
の

　意
思
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
す
る

・
難
聴
で
声
や
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い

　場
合
は
絵
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

　使
う

・
段
差
が
あ
る
場
合
は
ス
ロ
ー
プ
な

　ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

　

…

な
ど

　障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
が
話

し
合
い
、
互
い
に
理
解
し
合
い
な
が

ら
実
現
可
能
な
対
応
を
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

■
障
害
者
虐
待
防
止
法

　障
が
い
者
の
尊
厳
を
守
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
を
養
護
す
る
人
を
支

援
し
て
い
く
法
律
で
す
。

■
虐
待
と
な
る
行
為
は

◦
身
体
的
虐
待

　障
が
い
者
に
暴
行
を
加
え
た
り
、

　正
当
な
理
由
な
く
身
動
き
が
取
れ

　な
い
状
態
に
し
た
り
す
る
こ
と

◦
性
的
虐
待

　無
理
や
り
、
ま
た
は
同
意
と
見
せ

　か
け
て
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し
た

　り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

◦
心
理
的
虐
待

　障
が
い
者
を
侮
辱
し
た
り
拒
絶
し

　た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度
で
、

　精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

◦
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な

　ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ

　ず
、
障
が
い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ

　せ
る
こ
と

◦
経
済
的
虐
待

　本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

　賃
金
な
ど
を
使
う
、
ま
た
理
由
な

　く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

　
■
虐
待
の
サ
イ
ン

・
体
に
傷
や
あ
ざ
、
や
け
ど
の
痕
が

　よ
く
あ
る

・
人
目
を
避
け
、
部
屋
に
ひ
と
り
で

　い
た
が
る

・
お
び
え
る
、
泣
く
、
叫
ぶ
な
ど
パ

　ニ
ッ
ク
を
起
こ
す

・
攻
撃
的
な
態
度
を
み
せ
る

・
体
か
ら
異
臭
が
す
る
、
衛
生
状
態

　が
悪
い

・
ひ
ど
く
空
腹
を
訴
え
、
栄
養
失
調

　が
み
ら
れ
る

・
生
活
費
な
ど
の
支
払
い
が
で
き
て

　い
な
い

　
　
　
　
　
　
　

…

な
ど

■
虐
待
に
気
付
い
た
ら

　

虐
待
に
気
付
い
た
人
に
は
通
報
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回

り
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
迷

わ
ず
相
談
や
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
者
の
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

虐
待
を
防
ご
う

障がい者虐待防止センター
（障がい者基幹相談支援センター）

☎(41)0653

メール：k ikan@city .gosen . lg . jp

※夜間・休日は☎(43)3911（市役所警備室）

障がい者の権利擁護、虐待の相談は

障
が
い
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に

ま
た
、
匿
名
に
よ
る
通
報
も
受
け
付

け
ま
す
。

■
成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
に
よ

り
、
ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と
に
不
安

や
心
配
が
あ
る
人
の
契
約
や
手
続
き

な
ど
を
手
伝
う
制
度
で
す
。
障
が
い

の
程
度
に
よ
り
、
手
伝
い
で
き
る
範

囲
が
変
わ
り
ま
す
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
契
約

・
よ
く
分
か
ら
ず
に
し
た
契
約
の
取

　り
消
し

・
定
期
的
な
訪
問
や
状
況
の
確
認

・
保
険
料
や
税
金
の
支
払
い
や
お
金

　の
出
し
入
れ

　
　
　
　
　

…

な
ど

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

SDGｓの該当項目

問い合わせ　五泉市民生委員児童委員協議会事務局

　健康福祉課援護係　☎ (43)3911 ／ 村松支所　福祉係　☎ (58)7181

　地域住民の身近な相談相手となり、支援を必要とする住民と、

行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めるのが、民生委員・児童

委員です。令和７年12月１日付けで、３年に１度の委員の一斉改

選が行われました。暮らしの困りごとは、担当区域の委員に相談

してください。秘密は固く守られます。

行政機関
市民と行政を
つなぐパイプ役

連携

民生委員・児童委員

民生委員・児童委員（敬称略）

第
一
（
五
泉
）
地
区

第
四
（
村
松
）
地
区

第
五
（
村
松
）
地
区

第
二
（
五
泉
）
地
区

第
三
（
巣
本
・
橋
田
・
川
東
）
地
区

五
泉
地
区

地区 地区

民生委員・児童委員を紹介します

市　民

見守り
情報提供
　　など

相談

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
主１
主２
主３
主４
主５

担当区域
中木越　下木越
今泉　白山団地
川瀬　五十嵐新田
寺沢１･２丁目　泉田　宮の越
寺沢３丁目
寺沢4・5丁目
南本町１･２丁目
南本町３丁目
赤海１丁目(１､２､11 ～ 16番）
赤海１丁目(３～ 10番）
赤海２･３丁目
下町歩　　町
太田１･２丁目　
太田新田　善願
駅前１丁目
吉沢３丁目　緑町
吉沢１･２丁目
駅前２丁目
横町１～３丁目
本町１･２丁目
本町３丁目　錦町
郷屋川１･２丁目
馬場町１･２丁目
東本町１･２丁目
宮町　泉町１丁目
泉町２丁目　荻曽根
土深
町屋　能代　若宮町　二ツ柳
本町４･５丁目　白山
本町６丁目　学校町
伊勢の川
北五泉駅前　中野
大川前　旭町　粟島
三本木１丁目　水島町　三本木早出
三本木２･３丁目
四ヶ村
羽下
清瀬　上郷屋　中郷屋
本地　論瀬新田
一本杉１～ 5
高山　桑山
橋田　門前　寺本　菅沢
尻上　宮古　大沢
丸田１～４　四十九
小熊　山崎　石倉
新保　西四ツ屋　五百地
不動堂　柄沢
大蔵　郷屋
六区　菅出　幅　大須郷
中川新　東四ツ屋
尾白　猿和田　猿和田駅前
猿和田駅前　東栄町　土堀　
赤羽　四ツ屋新
小山田　大谷
笹堀　小搦　小流　荻野島
馬下
佐取
第一地区主任児童委員
第二地区主任児童委員
第三地区主任児童委員
第一地区主任児童委員
第三地区主任児童委員

氏名
（選考中）
坂上　建司
齋藤　政雄
皆川美惠子
西潟　信義
松田ゆり子
（選考中）
（内　定）
稲餅　芳男
桑原　貞行
磯貝　潤子
松尾　昌子
（選考中）
（内　定）
（選考中）
（選考中）
高橋　洋三
五十嵐　朗
関塚　　真
（選考中）
小林　正子
塚野　良重
杉山　信二
今井ますみ
山下　文子
（内　定）
木伏　　均
久保　憲一
田中千鶴子
山田　茂樹
二宮　修一
二瓶　直子
樋口　玲子
石川　正巳
福永マユミ
（選考中）
清野　謙二
斉藤　義昭
伊藤　米子
佐藤さおり
窪田　みつ
入倉　　茂
田中　正樹
池亀　昭一
本田　信明
和泉　郁子
酒井　みよ
川上　利夫
村田みさ子
加藤　　昭
熊倉　　裕
（選考中）
（内　定）
（内　定）
渡邉　　隆
相田　生永
樋口　春男
石本　修也
佐々木晴美
酒井　達也
成田美也子
山口　幸雄

村
松
地
区

№

58

59

60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

71
72
73

74

75
76
77
78

79

80

81
82
83
84
85
86
87
88
89

90

91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
主６
主７
主８

担当区域
村松春日町１･２･３　城下葵組　美郷
さくら　片町　本堂　さくら北
村松曙町　春日小路
搗屋小路・薬師小路　新宮　城町１･２･３
長柄町　御徒士町　仲丁３
城下　ウッドタウン　仲丁４･５
牧１･２･３
上野　寺田
南田中　青橋
中野橋　刈羽１･２･３　開拓
笹野町　千原
長橋　中名沢
安出　大原　蛭野　新屋
山谷　下戸倉
上戸倉
新道１･２･３　仲丁１･２
城町４　寺町１･２･３･４　山王南団地
山王団地１･２･３･４･５･６

村松馬場丁１･２　大手通　
上町１･２　仲町１･２
新町１･２･３･４･５･６･８
高松　上大蒲原　下大蒲原
別所　大口　中島
横町　小新保　村松駅前通４･５･６･７
搦手　下町１･２　村松駅前通１
下浦町

村松旭町　栄町　上浦町
鍛冶丁　村松上根木町１　上根木町２
新町７･９　深沢　上宝町１･２
若葉町　村松学校町２･５
矢津　矢津川
水戸野　土渕　暮坪　高牧　松野　横渡
笹目　中川原　小面谷　高石　田川内
本村２･３･４･10　本村仲通り　神明住宅
愛宕　本村７･８･９　中央町
上木越　木越荒屋
本田屋１･２･３　すみれ町
日の出町３　五月町　五月町２　　
八幡通１　八幡団地

桐林１･２　源太小路　六軒丁　秋葉町
村松泉町１･２･３　新丁
村松学校町Ａ･Ｂ･Ｃ　下根木町　下宝町
村松学校町6･Ｇ　公園通
阿弥陀瀬　熊沢　夏針　川内　
新田町　本村１　本村西　本村中
宮野下３　日の出町２･５
八幡通２　日の出町１･４･６　あさひ団地
東石曽根　宮野下１･２･４･５　熊野堂
下阿弥陀瀬　番坂
第五地区主任児童委員
第五地区主任児童委員
第四地区主任児童委員

氏名

石澤　律衛

（選考中）

（選考中）
（内　定）
（選考中）
（内　定）
（選考中）
鈴木　　尚
鈴木ヨシ子
（選考中）
佐藤としい
滝澤　克巳
（選考中）
（選考中）
梅田　　豊
関根　良信

（選考中）

（選考中）
鈴木　晋一
渡邊のり子
齋藤　　司

（選考中）

（内　定）

大江　俊典
（選考中）
宇田　道子
猪又久美子
齋藤満寿美
（内　定）
小林　克多
淺見　勝信
萬屋美佐子

長尾　　弘

（選考中）
（選考中）
今井　将人
佐藤　大地
松尾　寿弘
（選考中）
五十嵐美知子
瀧澤　友子
（選考中）
（選考中）
金子　仁美
（選考中）
齋藤ヱリ子

※内定済み・選考中の区域については、委員が決まり次第お知ら

　せします。
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共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
互
い
に

そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

差
別
を
な
く
そ
う

問い合わせ　
　障がい者基幹相談支援センター
　☎(41)0653

■
障
害
者
差
別
解
消
法

　障
が
い
者
へ
の
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
の

提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は
？

　行
政
機
関
や
店
舗
な
ど
の
事
業
者

が
障
が
い
を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
場
所
や
時

間
帯
を
制
限
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

・
介
助
者
が
い
な
い
と
店
に
入
る
こ

　と
が
で
き
な
い

・
受
付
対
応
を
拒
否
す
る

・
接
遇
の
質
を
下
げ
る

　
　

…

な
ど

　正
当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
本
人
に
そ
の
理
由
を
説
明

し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
？

　障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
対
応
が
必

要
だ
と
伝
え
ら
れ
た
場
合
、
負
担
が

か
か
り
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る

こ
と
で
す
。

・
車
い
す
の
ま
ま
着
席
で
き
る
ス
ペ

　ー
ス
を
確
保
す
る

・
代
筆
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
本
人
の

　意
思
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
す
る

・
難
聴
で
声
や
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い

　場
合
は
絵
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

　使
う

・
段
差
が
あ
る
場
合
は
ス
ロ
ー
プ
な

　ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

　

…

な
ど

　障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
が
話

し
合
い
、
互
い
に
理
解
し
合
い
な
が

ら
実
現
可
能
な
対
応
を
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

■
障
害
者
虐
待
防
止
法

　障
が
い
者
の
尊
厳
を
守
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
を
養
護
す
る
人
を
支

援
し
て
い
く
法
律
で
す
。

■
虐
待
と
な
る
行
為
は

◦
身
体
的
虐
待

　障
が
い
者
に
暴
行
を
加
え
た
り
、

　正
当
な
理
由
な
く
身
動
き
が
取
れ

　な
い
状
態
に
し
た
り
す
る
こ
と

◦
性
的
虐
待

　無
理
や
り
、
ま
た
は
同
意
と
見
せ

　か
け
て
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し
た

　り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

◦
心
理
的
虐
待

　障
が
い
者
を
侮
辱
し
た
り
拒
絶
し

　た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度
で
、

　精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

◦
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な

　ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ

　ず
、
障
が
い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ

　せ
る
こ
と

◦
経
済
的
虐
待

　本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

　賃
金
な
ど
を
使
う
、
ま
た
理
由
な

　く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

　
■
虐
待
の
サ
イ
ン

・
体
に
傷
や
あ
ざ
、
や
け
ど
の
痕
が

　よ
く
あ
る

・
人
目
を
避
け
、
部
屋
に
ひ
と
り
で

　い
た
が
る

・
お
び
え
る
、
泣
く
、
叫
ぶ
な
ど
パ

　ニ
ッ
ク
を
起
こ
す

・
攻
撃
的
な
態
度
を
み
せ
る

・
体
か
ら
異
臭
が
す
る
、
衛
生
状
態

　が
悪
い

・
ひ
ど
く
空
腹
を
訴
え
、
栄
養
失
調

　が
み
ら
れ
る

・
生
活
費
な
ど
の
支
払
い
が
で
き
て

　い
な
い

　
　
　
　
　
　
　

…

な
ど

■
虐
待
に
気
付
い
た
ら

　

虐
待
に
気
付
い
た
人
に
は
通
報
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回

り
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
迷

わ
ず
相
談
や
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
者
の
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

虐
待
を
防
ご
う

障がい者虐待防止センター
（障がい者基幹相談支援センター）

☎(41)0653

メール：k ikan@city .gosen . lg . jp

※夜間・休日は☎(43)3911（市役所警備室）

障がい者の権利擁護、虐待の相談は

障
が
い
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に

ま
た
、
匿
名
に
よ
る
通
報
も
受
け
付

け
ま
す
。

■
成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
に
よ

り
、
ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と
に
不
安

や
心
配
が
あ
る
人
の
契
約
や
手
続
き

な
ど
を
手
伝
う
制
度
で
す
。
障
が
い

の
程
度
に
よ
り
、
手
伝
い
で
き
る
範

囲
が
変
わ
り
ま
す
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
契
約

・
よ
く
分
か
ら
ず
に
し
た
契
約
の
取

　り
消
し

・
定
期
的
な
訪
問
や
状
況
の
確
認

・
保
険
料
や
税
金
の
支
払
い
や
お
金

　の
出
し
入
れ

　
　
　
　
　

…

な
ど

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

SDGｓの該当項目

問い合わせ　五泉市民生委員児童委員協議会事務局

　健康福祉課援護係　☎ (43)3911 ／ 村松支所　福祉係　☎ (58)7181

　地域住民の身近な相談相手となり、支援を必要とする住民と、

行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めるのが、民生委員・児童

委員です。令和７年12月１日付けで、３年に１度の委員の一斉改

選が行われました。暮らしの困りごとは、担当区域の委員に相談

してください。秘密は固く守られます。

行政機関
市民と行政を
つなぐパイプ役

連携

民生委員・児童委員

民生委員・児童委員（敬称略）

第
一
（
五
泉
）
地
区

第
四
（
村
松
）
地
区

第
五
（
村
松
）
地
区

第
二
（
五
泉
）
地
区

第
三
（
巣
本
・
橋
田
・
川
東
）
地
区

五
泉
地
区

地区 地区

民生委員・児童委員を紹介します

市　民

見守り
情報提供
　　など

相談

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
主１
主２
主３
主４
主５

担当区域
中木越　下木越
今泉　白山団地
川瀬　五十嵐新田
寺沢１･２丁目　泉田　宮の越
寺沢３丁目
寺沢4・5丁目
南本町１･２丁目
南本町３丁目
赤海１丁目(１､２､11 ～ 16番）
赤海１丁目(３～ 10番）
赤海２･３丁目
下町歩　　町
太田１･２丁目　
太田新田　善願
駅前１丁目
吉沢３丁目　緑町
吉沢１･２丁目
駅前２丁目
横町１～３丁目
本町１･２丁目
本町３丁目　錦町
郷屋川１･２丁目
馬場町１･２丁目
東本町１･２丁目
宮町　泉町１丁目
泉町２丁目　荻曽根
土深
町屋　能代　若宮町　二ツ柳
本町４･５丁目　白山
本町６丁目　学校町
伊勢の川
北五泉駅前　中野
大川前　旭町　粟島
三本木１丁目　水島町　三本木早出
三本木２･３丁目
四ヶ村
羽下
清瀬　上郷屋　中郷屋
本地　論瀬新田
一本杉１～ 5
高山　桑山
橋田　門前　寺本　菅沢
尻上　宮古　大沢
丸田１～４　四十九
小熊　山崎　石倉
新保　西四ツ屋　五百地
不動堂　柄沢
大蔵　郷屋
六区　菅出　幅　大須郷
中川新　東四ツ屋
尾白　猿和田　猿和田駅前
猿和田駅前　東栄町　土堀　
赤羽　四ツ屋新
小山田　大谷
笹堀　小搦　小流　荻野島
馬下
佐取
第一地区主任児童委員
第二地区主任児童委員
第三地区主任児童委員
第一地区主任児童委員
第三地区主任児童委員

氏名
（選考中）
坂上　建司
齋藤　政雄
皆川美惠子
西潟　信義
松田ゆり子
（選考中）
（内　定）
稲餅　芳男
桑原　貞行
磯貝　潤子
松尾　昌子
（選考中）
（内　定）
（選考中）
（選考中）
高橋　洋三
五十嵐　朗
関塚　　真
（選考中）
小林　正子
塚野　良重
杉山　信二
今井ますみ
山下　文子
（内　定）
木伏　　均
久保　憲一
田中千鶴子
山田　茂樹
二宮　修一
二瓶　直子
樋口　玲子
石川　正巳
福永マユミ
（選考中）
清野　謙二
斉藤　義昭
伊藤　米子
佐藤さおり
窪田　みつ
入倉　　茂
田中　正樹
池亀　昭一
本田　信明
和泉　郁子
酒井　みよ
川上　利夫
村田みさ子
加藤　　昭
熊倉　　裕
（選考中）
（内　定）
（内　定）
渡邉　　隆
相田　生永
樋口　春男
石本　修也
佐々木晴美
酒井　達也
成田美也子
山口　幸雄

村
松
地
区

№

58

59

60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

71
72
73

74

75
76
77
78

79

80

81
82
83
84
85
86
87
88
89

90

91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
主６
主７
主８

担当区域
村松春日町１･２･３　城下葵組　美郷
さくら　片町　本堂　さくら北
村松曙町　春日小路
搗屋小路・薬師小路　新宮　城町１･２･３
長柄町　御徒士町　仲丁３
城下　ウッドタウン　仲丁４･５
牧１･２･３
上野　寺田
南田中　青橋
中野橋　刈羽１･２･３　開拓
笹野町　千原
長橋　中名沢
安出　大原　蛭野　新屋
山谷　下戸倉
上戸倉
新道１･２･３　仲丁１･２
城町４　寺町１･２･３･４　山王南団地
山王団地１･２･３･４･５･６

村松馬場丁１･２　大手通　
上町１･２　仲町１･２
新町１･２･３･４･５･６･８
高松　上大蒲原　下大蒲原
別所　大口　中島
横町　小新保　村松駅前通４･５･６･７
搦手　下町１･２　村松駅前通１
下浦町

村松旭町　栄町　上浦町
鍛冶丁　村松上根木町１　上根木町２
新町７･９　深沢　上宝町１･２
若葉町　村松学校町２･５
矢津　矢津川
水戸野　土渕　暮坪　高牧　松野　横渡
笹目　中川原　小面谷　高石　田川内
本村２･３･４･10　本村仲通り　神明住宅
愛宕　本村７･８･９　中央町
上木越　木越荒屋
本田屋１･２･３　すみれ町
日の出町３　五月町　五月町２　　
八幡通１　八幡団地

桐林１･２　源太小路　六軒丁　秋葉町
村松泉町１･２･３　新丁
村松学校町Ａ･Ｂ･Ｃ　下根木町　下宝町
村松学校町6･Ｇ　公園通
阿弥陀瀬　熊沢　夏針　川内　
新田町　本村１　本村西　本村中
宮野下３　日の出町２･５
八幡通２　日の出町１･４･６　あさひ団地
東石曽根　宮野下１･２･４･５　熊野堂
下阿弥陀瀬　番坂
第五地区主任児童委員
第五地区主任児童委員
第四地区主任児童委員

氏名

石澤　律衛

（選考中）

（選考中）
（内　定）
（選考中）
（内　定）
（選考中）
鈴木　　尚
鈴木ヨシ子
（選考中）
佐藤としい
滝澤　克巳
（選考中）
（選考中）
梅田　　豊
関根　良信

（選考中）

（選考中）
鈴木　晋一
渡邊のり子
齋藤　　司

（選考中）

（内　定）

大江　俊典
（選考中）
宇田　道子
猪又久美子
齋藤満寿美
（内　定）
小林　克多
淺見　勝信
萬屋美佐子

長尾　　弘

（選考中）
（選考中）
今井　将人
佐藤　大地
松尾　寿弘
（選考中）
五十嵐美知子
瀧澤　友子
（選考中）
（選考中）
金子　仁美
（選考中）
齋藤ヱリ子

※内定済み・選考中の区域については、委員が決まり次第お知ら

　せします。
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予算額

収入済額

予算額

支出済額

地方譲与税

使用料及び
手　数　料

寄　附　金

分担金及び
負　担　金

そ　の　他

民 生 費

公 債 費

総 務 費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

そ の 他

農林水産業費

地方交付税

市　　税

国庫支出金

市　　債

県支出金

地方消費税
交　付　金

繰　越　金

繰　入　金

諸　収　入

80
億円

60 7050403020100010203040506070
億円

予算現額
266億1,222万7千円

支出済額
92億376万6千円

支出割合
34.6％

予算現額
266億1,222万7千円

支出済額
92億376万6千円

支出割合
34.6％

予算現額
266億1,222万7千円

収入済額
115億9,823万1千円

収入割合
43.6％

予算現額
266億1,222万7千円

収入済額
115億9,823万1千円

収入割合
43.6％

7億3,231万9千円7億3,231万9千円
7億3,231万9千円7億3,231万9千円

440万円440万円

78億2,789万3千円
53億1,105万9千円53億1,105万9千円

89億7,087万3千円
31億3,202万3千円31億3,202万3千円

54億7,709万3千円
30億6,156万1千円30億6,156万1千円 51億567万3千円

12億1,535万5千円12億1,535万5千円
41億9,758万6千円

35億3,447万3千円
9億5,295万2千円

29億2,321万4千円29億2,321万4千円
9億7,369万6千円9億7,369万6千円

17億2,889万1千円17億2,889万1千円
3億6,050万4千円3億6,050万4千円

23億1,077万1千円23億1,077万1千円
10億6,392万9千円10億6,392万9千円

11億9,650万円11億9,650万円
7億5,189万9千円7億5,189万9千円

20億4,230万5千円20億4,230万5千円
7億9,764万5千円7億9,764万5千円

6億2,491万円6億2,491万円
7,431万5千円7,431万5千円

2億9,455万円
0円

2億3,470万円2億3,470万円
7,223万1千円7,223万1千円

2億138万2千円
3,746万1千円

1億7,340万8千円
9,144万1千円

1億1,857万8千円
3,570万6千円

2億6,994万4千円
1億1,238万3千円

18億3,807万8千円18億3,807万8千円
7億1,302万1千円7億1,302万1千円

13億4,479万2千円13億4,479万2千円
4億400万5千円4億400万5千円

10億2,656万4千円10億2,656万4千円
4億2,099万8千円4億2,099万8千円

8億39万円8億39万円
3億6,999万5千円3億6,999万5千円

1億8,979万3千円1億8,979万3千円
1億533万1千円1億533万1千円

5,977万4千円5,977万4千円
776万8千円776万8千円

地方交付税
80億3,041万３千円

（28.7％）

地方交付税
80億3,041万３千円

（28.7％）

市債
57億4,891万5千円

（20.6％）

市債
57億4,891万5千円

（20.6％）県支出金
16億8,978万5千円

（6.0％）

県支出金
16億8,978万5千円

（6.0％）

国庫支出金
31億4,496万7千円

（11.2％）

国庫支出金
31億4,496万7千円

（11.2％）

市税
50億6,509万4千円

（18.1％）

市税
50億6,509万4千円

（18.1％）

　　　　　繰越金
9億731万2千円（3.2％）

地方消費税交付金
12億258万1千円

（4.3％)

　　　　　　　　繰入金　　　　
　　　5億2,818万4千円（1.9％)

　　　　　諸収入
4億8,892万２千円（1.7％）

その他　2億3,991万8千円
　　　　（0.9％）

　　　地方特例交付金
　  2億5,053万6千円（0.9％）

地方譲与税   
2億3,753万9千円（0.8％）

寄附金   1億8,755万4千円（0.7％）

歳入
279億

6,696万2千円

使用料及び手数料   1億3,759万1千円（0.5％）
分担金及び負担金　1億765万1千円（0.4％）

議会費  1億8,278万5千円（0.7％）

民生費
86億692万2千円

（31.6％）

民生費
86億692万2千円

（31.6％）

農林水産業費
9億3,006万1千円

（3.4％）

農林水産業費
9億3,006万1千円

（3.4％）

公債費
57億5,386万8千円

（21.1％）

公債費
57億5,386万8千円

（21.1％）

土木費
24億2,080万7千円

（8.9％）

土木費
24億2,080万7千円

（8.9％）

衛生費
31億5,410万4千円

（11.6％）

衛生費
31億5,410万4千円

（11.6％）

総務費
27億5,098万7千円

（10.1％）

総務費
27億5,098万7千円

（10.1％）

商工費
6億2,841万9千円

（2.3％）
消防費

8億298万6千円
（2.9％）

その他  3,317万6千円（0.1％）

歳出
272億

3,464万4千円

教育費
19億7,052万9千円

（7.2％）

教育費
19億7,052万9千円

（7.2％）

一般会計決算

令和６年度
決　算

区　　分

財政調整基金

減 債 基 金

その他の基金

合 計

44億9,934万円

5億4,808万1千円

28億3,611万円

78億8,353万1千円

令和６年度

預金の残高（基金残高）

令和６年度会計別の決算額

一 般 会 計

公営企業会計等

合 計

区　　分 令和６年度

257億4,543万3千円

190億9,511万4千円

448億4,054万7千円

借入金の残高（地方債）

負担したお金（市税）

使われたお金

預金残高

借入金の残高

（1,294円減）

（68,051円増）

（11,703円増）

（6,540円増）

11万1,871円

60万1,525円

17万4,122円

99万382円

▼使われたお金の内訳は…

教　育　費 4万3,523円

土　木　費 5万3,468円

議　会　費 4,037円

消　防　費 1万7,735円

1万3,880円商　工　費

農林水産業費 2万542円

※令和７年３月31日現在の住民基本台帳人口
　45,276人で算出。（　）内は、前年度比較。

市民１人当たりで

見てみると…

衛　生　費 6万760円

7億3,231万8千円

7,783万2千円

9,898万8千円

448万円

1,921万3千円

3,586万8千円

△2億7,525万5千円

1,898万4千円

△5億6,951万5千円

272億3,464万4千円

47億8,667万1千円

62億3,779万円

21万7千円

6億8,144万3千円

10億9,609万9千円

7億5,613万8千円

13億4,809万5千円

15億8,407万6千円

279億6,696万2千円

48億6,450万3千円

63億3,677万8千円

469万7千円

7億65万6千円

　11億3,196万7千円

4億8,088万3千円

13億6,707万9千円

10億1,456万1千円

一 般 会 計

国民健康保険

介 護 保 険

川 東 財 産 区

後期高齢者医療

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

下水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

特 

別 

会 

計

区　　分
令和６年度

歳　　入 歳　　出 差　　引

収　　入 支　　出 差　　引

収　　入 支　　出 差　　引
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を
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。
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９
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施
し
て
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き

ま
す
。

令和７年度上半期
　予算の執行状況

（９月30日現在）

令

　地方自治体の会計は、できる

限り１つの会計で処理すべきと

されていますが、特定の事業を

行う場合などは、一般会計と区

分し、特別会計として処理する

ことができます。

　五泉市では、一般会計のほか

に６つの会計を設けて経理して

います。また、各会計の支出に

は、基金（貯金）を繰り替えて

運用しています。

歳　入 歳　出
一般会計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

川 東 財 産 区

後 期 高 齢 者 医 療

区　　　分 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

収 　 入 支 　 出

収 　 入 支 　 出

47億6,124万9千円

62億9,625万4千円

494万1千円

7億5,923万2千円

17億6,466万9千円

26億2,853万4千円

497万6千円

2億4,040万8千円

17億887万7千円

25億1,770万8千円

1万2千円

2億6,246万3千円

　6億2,065万9千円

4億3,807万8千円

1億5,053万4千円

8億6,021万8千円

　4億2,598万7千円

0円

1億8,113万9千円

1億8,611万3千円

特別会計・水道事業会計・下水道事業会計

特
別
会
計

下 水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

総　務　費 6万9,664円

公　債　費 12万7,084円

令和６年度決算および令和７年度上半期予算の執行状況

特別会計で経理

　　　なさんの納めた税金などがどのように使われているのか、

　　　どのような財政運営が行われているのかを知ってもらうた

めに、市の財政状況を公表します。今回は、令和６年度の決算状

況および令和７年度上半期の執行状況をお知らせします。

　　　なさんの納めた税金などがどのように使われているのか、

　　　どのような財政運営が行われているのかを知ってもらうた

めに、市の財政状況を公表します。今回は、令和６年度の決算状

況および令和７年度上半期の執行状況をお知らせします。

み家計簿
財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします 財政課財務係　☎(43)3911

民　生　費 19万99円

　　　和６年度の一般会計決算額は、

　　　歳入279億6,696万２千円、

歳出272億3,464万４千円で、令和

７年度に７億3,231万８千円（繰越

事業の財源2,047万３千円を含む）

を繰り越しました。

令 　「経常収支比率」とは、数値が低い

ほど地方公共団体の財政構造に弾力性

があることを表す指標です。

　「経常収支比率」とは、数値が低い

ほど地方公共団体の財政構造に弾力性

があることを表す指標です。

経常収支比率は県内20市中５位経常収支比率は県内20市中５位

五泉市
県内20市
平均

県内20市平均
との差

91.4％ 94.2％ △2.8％

その他（予備費・災害復旧費・労働費） 733円

※端数整理のため計数が一致しないことがあります。
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予算額

収入済額

予算額

支出済額

地方譲与税

使用料及び
手　数　料

寄　附　金

分担金及び
負　担　金

そ　の　他

民 生 費

公 債 費

総 務 費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

そ の 他

農林水産業費

地方交付税

市　　税

国庫支出金

市　　債

県支出金

地方消費税
交　付　金

繰　越　金

繰　入　金

諸　収　入

80
億円

60 7050403020100010203040506070
億円

予算現額
266億1,222万7千円

支出済額
92億376万6千円

支出割合
34.6％

予算現額
266億1,222万7千円

支出済額
92億376万6千円

支出割合
34.6％

予算現額
266億1,222万7千円

収入済額
115億9,823万1千円

収入割合
43.6％

予算現額
266億1,222万7千円

収入済額
115億9,823万1千円

収入割合
43.6％

7億3,231万9千円7億3,231万9千円
7億3,231万9千円7億3,231万9千円

440万円440万円

78億2,789万3千円
53億1,105万9千円53億1,105万9千円

89億7,087万3千円
31億3,202万3千円31億3,202万3千円

54億7,709万3千円
30億6,156万1千円30億6,156万1千円 51億567万3千円

12億1,535万5千円12億1,535万5千円
41億9,758万6千円

35億3,447万3千円
9億5,295万2千円

29億2,321万4千円29億2,321万4千円
9億7,369万6千円9億7,369万6千円

17億2,889万1千円17億2,889万1千円
3億6,050万4千円3億6,050万4千円

23億1,077万1千円23億1,077万1千円
10億6,392万9千円10億6,392万9千円

11億9,650万円11億9,650万円
7億5,189万9千円7億5,189万9千円

20億4,230万5千円20億4,230万5千円
7億9,764万5千円7億9,764万5千円

6億2,491万円6億2,491万円
7,431万5千円7,431万5千円

2億9,455万円
0円

2億3,470万円2億3,470万円
7,223万1千円7,223万1千円

2億138万2千円
3,746万1千円

1億7,340万8千円
9,144万1千円

1億1,857万8千円
3,570万6千円

2億6,994万4千円
1億1,238万3千円

18億3,807万8千円18億3,807万8千円
7億1,302万1千円7億1,302万1千円

13億4,479万2千円13億4,479万2千円
4億400万5千円4億400万5千円

10億2,656万4千円10億2,656万4千円
4億2,099万8千円4億2,099万8千円

8億39万円8億39万円
3億6,999万5千円3億6,999万5千円

1億8,979万3千円1億8,979万3千円
1億533万1千円1億533万1千円

5,977万4千円5,977万4千円
776万8千円776万8千円

地方交付税
80億3,041万３千円

（28.7％）

地方交付税
80億3,041万３千円

（28.7％）

市債
57億4,891万5千円

（20.6％）

市債
57億4,891万5千円

（20.6％）県支出金
16億8,978万5千円

（6.0％）

県支出金
16億8,978万5千円

（6.0％）

国庫支出金
31億4,496万7千円

（11.2％）

国庫支出金
31億4,496万7千円

（11.2％）

市税
50億6,509万4千円

（18.1％）

市税
50億6,509万4千円

（18.1％）

　　　　　繰越金
9億731万2千円（3.2％）

地方消費税交付金
12億258万1千円

（4.3％)

　　　　　　　　繰入金　　　　
　　　5億2,818万4千円（1.9％)

　　　　　諸収入
4億8,892万２千円（1.7％）

その他　2億3,991万8千円
　　　　（0.9％）

　　　地方特例交付金
　  2億5,053万6千円（0.9％）

地方譲与税   
2億3,753万9千円（0.8％）

寄附金   1億8,755万4千円（0.7％）

歳入
279億

6,696万2千円

使用料及び手数料   1億3,759万1千円（0.5％）
分担金及び負担金　1億765万1千円（0.4％）

議会費  1億8,278万5千円（0.7％）

民生費
86億692万2千円

（31.6％）

民生費
86億692万2千円

（31.6％）

農林水産業費
9億3,006万1千円

（3.4％）

農林水産業費
9億3,006万1千円

（3.4％）

公債費
57億5,386万8千円

（21.1％）

公債費
57億5,386万8千円

（21.1％）

土木費
24億2,080万7千円

（8.9％）

土木費
24億2,080万7千円

（8.9％）

衛生費
31億5,410万4千円

（11.6％）

衛生費
31億5,410万4千円

（11.6％）

総務費
27億5,098万7千円

（10.1％）

総務費
27億5,098万7千円

（10.1％）

商工費
6億2,841万9千円

（2.3％）
消防費

8億298万6千円
（2.9％）

その他  3,317万6千円（0.1％）

歳出
272億

3,464万4千円

教育費
19億7,052万9千円

（7.2％）

教育費
19億7,052万9千円

（7.2％）

一般会計決算

令和６年度
決　算

区　　分

財政調整基金

減 債 基 金

その他の基金

合 計

44億9,934万円

5億4,808万1千円

28億3,611万円

78億8,353万1千円

令和６年度

預金の残高（基金残高）

令和６年度会計別の決算額

一 般 会 計

公営企業会計等

合 計

区　　分 令和６年度

257億4,543万3千円

190億9,511万4千円

448億4,054万7千円

借入金の残高（地方債）

負担したお金（市税）

使われたお金

預金残高

借入金の残高

（1,294円減）

（68,051円増）

（11,703円増）

（6,540円増）

11万1,871円

60万1,525円

17万4,122円

99万382円

▼使われたお金の内訳は…

教　育　費 4万3,523円

土　木　費 5万3,468円

議　会　費 4,037円

消　防　費 1万7,735円

1万3,880円商　工　費

農林水産業費 2万542円

※令和７年３月31日現在の住民基本台帳人口
　45,276人で算出。（　）内は、前年度比較。

市民１人当たりで

見てみると…

衛　生　費 6万760円

7億3,231万8千円

7,783万2千円

9,898万8千円

448万円

1,921万3千円

3,586万8千円

△2億7,525万5千円

1,898万4千円

△5億6,951万5千円

272億3,464万4千円

47億8,667万1千円

62億3,779万円

21万7千円

6億8,144万3千円

10億9,609万9千円

7億5,613万8千円

13億4,809万5千円

15億8,407万6千円

279億6,696万2千円

48億6,450万3千円

63億3,677万8千円

469万7千円

7億65万6千円

　11億3,196万7千円

4億8,088万3千円

13億6,707万9千円

10億1,456万1千円

一 般 会 計

国民健康保険

介 護 保 険

川 東 財 産 区

後期高齢者医療

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

下水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

特 

別 

会 

計

区　　分
令和６年度

歳　　入 歳　　出 差　　引

収　　入 支　　出 差　　引

収　　入 支　　出 差　　引

　
　
　和
７
年
度
の
一
般
会
計
は
、

　
　
　２
５
３
億
７
、
０
０
０
万
円

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
回
の
予
算
補
正
を
行
い
、
令
和
６

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
分
と
合
わ
せ

る
と
、
２
６
６
億
１
、
２
２
２
万
７

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
30
日

現
在
の
執
行
率
は
、
歳
入
で
43
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
で
34
・
６
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
市
税
の
市
民
一
人
当
た
り

（
令
和
７
年
９
月
30
日
現
在
の
人
口

４
４
、
２
７
７
人
）
の
負
担
額
は
、

６
万
９
、
１
４
６
円
と
な
り
ま
す
。

　今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
活
用
し
、
施
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　和
７
年
度
の
一
般
会
計
は
、

　
　
　２
５
３
億
７
、
０
０
０
万
円

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
回
の
予
算
補
正
を
行
い
、
令
和
６

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
分
と
合
わ
せ

る
と
、
２
６
６
億
１
、
２
２
２
万
７

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
30
日

現
在
の
執
行
率
は
、
歳
入
で
43
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
で
34
・
６
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
市
税
の
市
民
一
人
当
た
り

（
令
和
７
年
９
月
30
日
現
在
の
人
口

４
４
、
２
７
７
人
）
の
負
担
額
は
、

６
万
９
、
１
４
６
円
と
な
り
ま
す
。

　今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
活
用
し
、
施
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

令和７年度上半期
　予算の執行状況

（９月30日現在）

令

　地方自治体の会計は、できる

限り１つの会計で処理すべきと

されていますが、特定の事業を

行う場合などは、一般会計と区

分し、特別会計として処理する

ことができます。

　五泉市では、一般会計のほか

に６つの会計を設けて経理して

います。また、各会計の支出に

は、基金（貯金）を繰り替えて

運用しています。

歳　入 歳　出
一般会計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

川 東 財 産 区

後 期 高 齢 者 医 療

区　　　分 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

収 　 入 支 　 出

収 　 入 支 　 出

47億6,124万9千円

62億9,625万4千円

494万1千円

7億5,923万2千円

17億6,466万9千円

26億2,853万4千円

497万6千円

2億4,040万8千円

17億887万7千円

25億1,770万8千円

1万2千円

2億6,246万3千円

　6億2,065万9千円

4億3,807万8千円

1億5,053万4千円

8億6,021万8千円

　4億2,598万7千円

0円

1億8,113万9千円

1億8,611万3千円

特別会計・水道事業会計・下水道事業会計

特
別
会
計

下 水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

総　務　費 6万9,664円

公　債　費 12万7,084円

令和６年度決算および令和７年度上半期予算の執行状況

特別会計で経理

　　　なさんの納めた税金などがどのように使われているのか、

　　　どのような財政運営が行われているのかを知ってもらうた

めに、市の財政状況を公表します。今回は、令和６年度の決算状

況および令和７年度上半期の執行状況をお知らせします。

　　　なさんの納めた税金などがどのように使われているのか、

　　　どのような財政運営が行われているのかを知ってもらうた

めに、市の財政状況を公表します。今回は、令和６年度の決算状

況および令和７年度上半期の執行状況をお知らせします。

み家計簿
財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします 財政課財務係　☎(43)3911

民　生　費 19万99円

　　　和６年度の一般会計決算額は、

　　　歳入279億6,696万２千円、

歳出272億3,464万４千円で、令和

７年度に７億3,231万８千円（繰越

事業の財源2,047万３千円を含む）

を繰り越しました。

令 　「経常収支比率」とは、数値が低い

ほど地方公共団体の財政構造に弾力性

があることを表す指標です。

　「経常収支比率」とは、数値が低い

ほど地方公共団体の財政構造に弾力性

があることを表す指標です。

経常収支比率は県内20市中５位経常収支比率は県内20市中５位

五泉市
県内20市
平均

県内20市平均
との差

91.4％ 94.2％ △2.8％

その他（予備費・災害復旧費・労働費） 733円

※端数整理のため計数が一致しないことがあります。
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募 

集
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
人
事
政
策
係

　
　
　
　
　
☎
(43)
３
９
１
１

■
申
込

　

　
村
松
支
所

　
地
域
振
興
係

令
和
８
年
度

 

会
計
年
度
任
用
職
員
を

主な勤務場所職　種 報酬
(時給)

業務・資格など 勤務時間

1,223円 ７時間以内
〃（障がい者対象）

一 　 般 　 事 　 務 事務（障がい者は身体障害者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人） 市役所、村松支所など

1,466円

1,300円
７時間以内保　　  育　　  士

資格のない人（障がい児加配など）

保育士資格のある人
保育園など

1,466円 ７時間以内保 　 育 　 教 　 諭 保育士および幼稚園教諭免許のある人 認定こども園など

1,348円

1,300円

1,348円

1,348円

1,425円

1,348円

1,300円

1,348円

1,308円

1,300円

1,681円

1,681円

1,348円

1,425円

1,344円

1,223円

1,681円

1,435円

1,223円

1,466円

1,681円

1,335円

1,348円

1,228円

5.5または７時間

5.5または７時間

平日5.5時間
学校休業日
　７時間45分

平日６時間
土日７時間45分

７時間以内

６時間

２～６時間 

２～３時間

5.5～７時間

６時間以内

７時間

７時間

７時間45分 (冬期間
除く月12日程度) 

７時間

5.5または７時間

5.5時間以内

5.5時間以内（土・
日・祝日勤務あり）

5.5～７時間

７時間

5.5時間以内

5.5時間（総合会館）
７時間（小・中学校）

学 習 指 導 補 助 員

介　　  助　　  員

司　　　　　　書

調　  　理　　  員

バ　ス　添　乗　員

看　  　護　  　師

看護師および保健師

栄　  　養　  　士

介 護 認 定 調 査 員

管　　  理　  　員

受　　  付　  　員

介 護 支 援 専 門 員

教 育 支 援 セ ン タ ー
  指  導  相  談  員

ま ち の 駅 駅 長

消 費 生 活 相 談 員

子ども家庭支援員

衛　生　作　業　員

助　　  産　　  師

管　　  理　  　員

学童クラブ支援員

子育て相談指導員

主に特別支援学級に在籍する児童生徒の介助支援

放課後児童支援員、教諭、幼稚園教諭、保育士、
児童厚生二級指導員の資格・免許のある人

資格のない人

司書または司書補資格のある人

保育士資格のある人

資格のない人

給食調理

保育園、認定こども園の送迎バスの添乗

准看護師以上の資格のある人

健診業務、相談支援業務
（看護師または保健師資格のある人）

管理栄養士または栄養士資格のある人

訪問調査、認定審査資料の作成業務

チャレンジランド杉川の管理、受付、清掃業務

介護予防プランの作成（介護支援専門員資格のある人）

教育支援センターを利用する児童生徒の学習指導、
支援業務（教諭免許のある人を優先）

まちの駅の管理、地域情報の提供

消費生活専門相談員などの資格のある人

子どもや家庭の相談業務（保育士または社会福祉
士の資格のある人）

妊産婦の相談支援業務（助産師資格のある人）

現場作業補助業務

総合会館、小・中学校の管理

小・中学校

学童クラブ

五泉図書館または
村松図書館

子育て支援センター

小・中学校

小・中学校

保育園、認定こども園

保育園、小・中学校など

市役所

小・中学校

市役所高齢福祉課

チャレンジランド杉川

教育支援センター、
小・中学校

消費生活センター

は～とふる五泉館など

市役所こども家庭課

市役所環境保全課

五泉市保健センターなど

総合会館、小・中学校

地域包括支援センター

司書または司書教諭資格のある人

※報酬額などは、条例改正可決前のため変更になる場合があります。

　会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
１
会
計
年
度
内
を
任
期
と

し
て
任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

　事
前
に
希
望
す
る
職
種
や
勤
務
時
間
な
ど
を
登
録
し
、

必
要
に
応
じ
て
選
考
の
う
え
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
任
用
し
ま
す
。

登
録
期
間

　
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３
月
31
日

通
勤
手
当

　通
勤
距
離
が
片
道
２
キ
ロ
以
上
で
交
通
用
具

　利
用
の
場
合
、
距
離
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

　任
期
６
カ
月
以
上
か
つ
週
30
時

　間
以
上
の
任
用
者
へ
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他

　任
用
日
数
に
応
じ
た
年
次
有
給
休
暇
・
特
別
休

　暇
な
ど
の
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　場
合
に
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
服
務
に
関
し
て
は
、

　地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法

　申
込
書
を
総
務
課
ま
た
は
支
所
地
域
振
興
係

　へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
総
務
課
、
支
所
地

　域
振
興
係
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切

　
12
月
25
日
㈭

※
締
め
切
り
後
も
受
け
付
け
は
行
い
ま
す
が
、
採
用
は
締

　め
切
り
ま
で
に
登
録
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
登
録
し
て
も
、
必
ず
任
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
会
計
年
度
任
用
職
員
の
ほ
か
、
市
の
事
業
で
業
務
を
依

　頼
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

1,348円 ６時間司書または司書補資格のある人 移動図書館

スクール・サポート
・スタッフ

　    地  域  活  動
  コーディネーター

中学校の部活動地域展開（地域移行）に関する業務 1,348円 5.5時間 市役所学校教育課

1,348円 ４時間 小・中学校授業準備、学校事務に関する補助業務

主に通常学級に在籍する児童生徒の学習指導補助
（教諭免許のある人を優先）

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
現
段
階
で
想
定
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
考
慮
し
て
財

政
収
支
見
通
し
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
期
間
は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
の
10
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
財
政
課
財
務
係

　
☎
(43)
3
9
1
1

　市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根
幹
を
な

す
市
税
収
入
の
減
少
や
物
価
高
騰
に
よ
る

物
件
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
現
在
の
状

態
の
ま
ま
収
支
改
善
な
ど
を
行
わ
な
か
っ

た
場
合
、
毎
年
の
財
源
不
足
を
財
政
調
整

基
金
で
調
整
し
て
い
く
と
、
令
和
14
年
度

以
降
は
歳
出
超
過
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
施
策
・
事
業
の

『
ビ
ル
ド
ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
や
公
共

施
設
の
再
編
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
収
支
改
善

の
取
り
組
み
を
行
い
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　令
和
17
年
度
の
歳
入
は
２
１
２
億
６
、

２
０
０
万
円
と
な
り
、
令
和
８
年
度
よ
り

９
億
６
、
８
０
０
万
円
の
減
少
（
△
４
・

４
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

　市
税
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
個
人
市
民

税
な
ど
の
減
収
の
影
響
が
大
き
く
、
２
億

８
、
３
０
０
万
円
の
減
少
（
△
５
・
２
％
）

を
見
込
み
ま
す
。

　地
方
交
付
税
は
、
人
口
減
少
な
ど
の
影

響
に
よ
り
４
億
２
、
７
０
０
万
円
の
減
少

（
△
５
・
４
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

　令
和
17
年
度
の
歳
出
は
２
２
８
億
９
、

３
０
０
万
円
と
な
り
、
令
和
８
年
度
よ
り

２
、
４
０
０
万
円
の
減
少
（
△
０
・
８
％
）

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て

を
見
込
み
ま
す
。

　義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
現

行
の
給
与
体
系
で
試
算
し
て
い
る
た
め
、

退
職
者
に
対
す
る
新
規
採
用
を
抑
制
す
る

こ
と
に
よ
り
、
２
、
１
０
０
万
円
の
減
少

（
△
０
・
４
％
）
を
見
込
み
ま
す
。
扶
助

費
は
、
社
会
保
障
関
係
費
が
増
加
す
る
も

の
の
、
人
口
減
少
の
加
速
化
に
よ
り
、
５
、

９
０
０
万
円
の
減
少
（
△
１
・
５
％
）
を

見
込
み
ま
す
。

　投
資
的
経
費
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業

費
は
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
改
修

な
ど
を
『
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
』

『
個
別
施
設
計
画
』
に
基
づ
き
実
施
す
る

こ
と
で
、
１
億
５
、
４
０
０
万
円
の
減
少

（
△
７
・
１
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

　そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、
物
件
費
は
、

光
熱
水
費
や
委
託
料
な
ど
の
増
額
の
影
響

が
大
き
く
、
１
億
１
、
７
０
０
万
円
の
増

加
（
２
・
９
％
）
を
見
込
み
ま
す
。
補
助

費
等
は
、
五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
中

間
処
理
施
設
の
運
営
費
、
建
設
に
係
る
地

方
債
の
償
還
額
に
対
す
る
負
担
金
な
ど
の

増
加
に
よ
り
、
３
億
１
、
８
０
０
万
円
の

増
加
（
14
・
３
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

※

財
政
収
支
見
通
し
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

財
政
収
支
の
見
通
し

財
政
収
支
の
見
通
し

歳
出
の
推
計

歳
入
の
推
計

財政調整基金残高(貯金)と
　　　　地方債残高(借金)の推計

0

1,750

3,500

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

令和
17年度

基金残高

地方債残高

3,474

23,907

3,198

23,397

2,557

23,352

2,029

22,683

1,457

22,427

520

22,749

200

22,759

200

23,028

0

22,830

0

23,287

単位：百万円地方債残高

基金残高

基金残高地方債残高

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

令和
17年度

歳入・歳出の推計

単位：百万円

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

17,000

19,250

21,500

23,750

26,000

23,07323,073 23,28323,283
24,32724,327

23,19423,194 23,25923,259 23,81423,814 23,01323,013 23,47123,471 22,54622,546 22,89322,893
420420 1,4881,488

1,2301,230 1,6311,631

財源不足
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募 

集
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
人
事
政
策
係

　
　
　
　
　
☎
(43)
３
９
１
１

■
申
込

　

　
村
松
支
所

　
地
域
振
興
係

令
和
８
年
度

 

会
計
年
度
任
用
職
員
を

主な勤務場所職　種 報酬
(時給)

業務・資格など 勤務時間

1,223円 ７時間以内
〃（障がい者対象）

一 　 般 　 事 　 務 事務（障がい者は身体障害者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人） 市役所、村松支所など

1,466円

1,300円
７時間以内保　　  育　　  士

資格のない人（障がい児加配など）

保育士資格のある人
保育園など

1,466円 ７時間以内保 　 育 　 教 　 諭 保育士および幼稚園教諭免許のある人 認定こども園など

1,348円

1,300円

1,348円

1,348円

1,425円

1,348円

1,300円

1,348円

1,308円

1,300円

1,681円

1,681円

1,348円

1,425円

1,344円

1,223円

1,681円

1,435円

1,223円

1,466円

1,681円

1,335円

1,348円

1,228円

5.5または７時間

5.5または７時間

平日5.5時間
学校休業日
　７時間45分

平日６時間
土日７時間45分

７時間以内

６時間

２～６時間 

２～３時間

5.5～７時間

６時間以内

７時間

７時間

７時間45分 (冬期間
除く月12日程度) 

７時間

5.5または７時間

5.5時間以内

5.5時間以内（土・
日・祝日勤務あり）

5.5～７時間

７時間

5.5時間以内

5.5時間（総合会館）
７時間（小・中学校）

学 習 指 導 補 助 員

介　　  助　　  員

司　　　　　　書

調　  　理　　  員

バ　ス　添　乗　員

看　  　護　  　師

看護師および保健師

栄　  　養　  　士

介 護 認 定 調 査 員

管　　  理　  　員

受　　  付　  　員

介 護 支 援 専 門 員

教 育 支 援 セ ン タ ー
  指  導  相  談  員

ま ち の 駅 駅 長

消 費 生 活 相 談 員

子ども家庭支援員

衛　生　作　業　員

助　　  産　　  師

管　　  理　  　員

学童クラブ支援員

子育て相談指導員

主に特別支援学級に在籍する児童生徒の介助支援

放課後児童支援員、教諭、幼稚園教諭、保育士、
児童厚生二級指導員の資格・免許のある人

資格のない人

司書または司書補資格のある人

保育士資格のある人

資格のない人

給食調理

保育園、認定こども園の送迎バスの添乗

准看護師以上の資格のある人

健診業務、相談支援業務
（看護師または保健師資格のある人）

管理栄養士または栄養士資格のある人

訪問調査、認定審査資料の作成業務

チャレンジランド杉川の管理、受付、清掃業務

介護予防プランの作成（介護支援専門員資格のある人）

教育支援センターを利用する児童生徒の学習指導、
支援業務（教諭免許のある人を優先）

まちの駅の管理、地域情報の提供

消費生活専門相談員などの資格のある人

子どもや家庭の相談業務（保育士または社会福祉
士の資格のある人）

妊産婦の相談支援業務（助産師資格のある人）

現場作業補助業務

総合会館、小・中学校の管理

小・中学校

学童クラブ

五泉図書館または
村松図書館

子育て支援センター

小・中学校

小・中学校

保育園、認定こども園

保育園、小・中学校など

市役所

小・中学校

市役所高齢福祉課

チャレンジランド杉川

教育支援センター、
小・中学校

消費生活センター

は～とふる五泉館など

市役所こども家庭課

市役所環境保全課

五泉市保健センターなど

総合会館、小・中学校

地域包括支援センター

司書または司書教諭資格のある人

※報酬額などは、条例改正可決前のため変更になる場合があります。

　会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
１
会
計
年
度
内
を
任
期
と

し
て
任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

　事
前
に
希
望
す
る
職
種
や
勤
務
時
間
な
ど
を
登
録
し
、

必
要
に
応
じ
て
選
考
の
う
え
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
任
用
し
ま
す
。

登
録
期
間

　
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３
月
31
日

通
勤
手
当

　通
勤
距
離
が
片
道
２
キ
ロ
以
上
で
交
通
用
具

　利
用
の
場
合
、
距
離
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

　任
期
６
カ
月
以
上
か
つ
週
30
時

　間
以
上
の
任
用
者
へ
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他

　任
用
日
数
に
応
じ
た
年
次
有
給
休
暇
・
特
別
休

　暇
な
ど
の
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　場
合
に
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
服
務
に
関
し
て
は
、

　地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法

　申
込
書
を
総
務
課
ま
た
は
支
所
地
域
振
興
係

　へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
総
務
課
、
支
所
地

　域
振
興
係
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切

　
12
月
25
日
㈭

※
締
め
切
り
後
も
受
け
付
け
は
行
い
ま
す
が
、
採
用
は
締

　め
切
り
ま
で
に
登
録
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
登
録
し
て
も
、
必
ず
任
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
会
計
年
度
任
用
職
員
の
ほ
か
、
市
の
事
業
で
業
務
を
依

　頼
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

1,348円 ６時間司書または司書補資格のある人 移動図書館

スクール・サポート
・スタッフ

　    地  域  活  動
  コーディネーター

中学校の部活動地域展開（地域移行）に関する業務 1,348円 5.5時間 市役所学校教育課

1,348円 ４時間 小・中学校授業準備、学校事務に関する補助業務

主に通常学級に在籍する児童生徒の学習指導補助
（教諭免許のある人を優先）

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
現
段
階
で
想
定
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
考
慮
し
て
財

政
収
支
見
通
し
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
期
間
は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
の
10
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
財
政
課
財
務
係

　
☎
(43)
3
9
1
1

　市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根
幹
を
な

す
市
税
収
入
の
減
少
や
物
価
高
騰
に
よ
る

物
件
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
現
在
の
状

態
の
ま
ま
収
支
改
善
な
ど
を
行
わ
な
か
っ

た
場
合
、
毎
年
の
財
源
不
足
を
財
政
調
整

基
金
で
調
整
し
て
い
く
と
、
令
和
14
年
度

以
降
は
歳
出
超
過
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
施
策
・
事
業
の

『
ビ
ル
ド
ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
や
公
共

施
設
の
再
編
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
収
支
改
善

の
取
り
組
み
を
行
い
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　令
和
17
年
度
の
歳
入
は
２
１
２
億
６
、

２
０
０
万
円
と
な
り
、
令
和
８
年
度
よ
り

９
億
６
、
８
０
０
万
円
の
減
少
（
△
４
・

４
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

　市
税
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
個
人
市
民

税
な
ど
の
減
収
の
影
響
が
大
き
く
、
２
億

８
、
３
０
０
万
円
の
減
少
（
△
５
・
２
％
）

を
見
込
み
ま
す
。

　地
方
交
付
税
は
、
人
口
減
少
な
ど
の
影

響
に
よ
り
４
億
２
、
７
０
０
万
円
の
減
少

（
△
５
・
４
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

　令
和
17
年
度
の
歳
出
は
２
２
８
億
９
、

３
０
０
万
円
と
な
り
、
令
和
８
年
度
よ
り

２
、
４
０
０
万
円
の
減
少
（
△
０
・
８
％
）

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て

を
見
込
み
ま
す
。

　義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
現

行
の
給
与
体
系
で
試
算
し
て
い
る
た
め
、

退
職
者
に
対
す
る
新
規
採
用
を
抑
制
す
る

こ
と
に
よ
り
、
２
、
１
０
０
万
円
の
減
少

（
△
０
・
４
％
）
を
見
込
み
ま
す
。
扶
助

費
は
、
社
会
保
障
関
係
費
が
増
加
す
る
も

の
の
、
人
口
減
少
の
加
速
化
に
よ
り
、
５
、

９
０
０
万
円
の
減
少
（
△
１
・
５
％
）
を

見
込
み
ま
す
。

　投
資
的
経
費
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業

費
は
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
改
修

な
ど
を
『
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
』

『
個
別
施
設
計
画
』
に
基
づ
き
実
施
す
る

こ
と
で
、
１
億
５
、
４
０
０
万
円
の
減
少

（
△
７
・
１
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

　そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、
物
件
費
は
、

光
熱
水
費
や
委
託
料
な
ど
の
増
額
の
影
響

が
大
き
く
、
１
億
１
、
７
０
０
万
円
の
増

加
（
２
・
９
％
）
を
見
込
み
ま
す
。
補
助

費
等
は
、
五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
中

間
処
理
施
設
の
運
営
費
、
建
設
に
係
る
地

方
債
の
償
還
額
に
対
す
る
負
担
金
な
ど
の

増
加
に
よ
り
、
３
億
１
、
８
０
０
万
円
の

増
加
（
14
・
３
％
）
を
見
込
み
ま
す
。

※

財
政
収
支
見
通
し
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

財
政
収
支
の
見
通
し

財
政
収
支
の
見
通
し

歳
出
の
推
計

歳
入
の
推
計

財政調整基金残高(貯金)と
　　　　地方債残高(借金)の推計

0

1,750

3,500

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

令和
17年度

基金残高

地方債残高

3,474

23,907

3,198

23,397

2,557

23,352

2,029

22,683

1,457

22,427

520

22,749

200

22,759

200

23,028

0

22,830

0

23,287

単位：百万円地方債残高

基金残高

基金残高地方債残高

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

令和
17年度

歳入・歳出の推計

単位：百万円

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

17,000

19,250

21,500

23,750

26,000

23,07323,073 23,28323,283
24,32724,327

23,19423,194 23,25923,259 23,81423,814 23,01323,013 23,47123,471 22,54622,546 22,89322,893
420420 1,4881,488

1,2301,230 1,6311,631

財源不足
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高齢者

地域見守り
活動ガイド 問い合わせ　高齢福祉課いきいき福祉係　☎(43)3911

Vol.９

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすためには、地域での

見守りや支え合いが大切です。このコーナーでは、支援センター

や通いの場などを12回のシリーズで紹介します。

今回のテーマ
在宅介護支援センターの紹介④
　　　　　　村松在宅介護支援センター

　村松在宅介護支援センターは、川内・菅名・村松地域

の一部の地区を対象に活動しています。

地域座談会地域座談会

　市では、市内５カ所の在宅介護支援センターに委託し、

各地域で困りごとや支え合いなどについて地域の人と一

緒に話し合う場として地域座談会を実施しています。

今年度のテーマは“高齢者の移動”今年度のテーマは“高齢者の移動”

　近年、高齢者の交通事故や免許の返納が社会問題とな

っています。市内でも車を運転する人が多く「年齢を考

えると返納したいけど、まだ免許返納できないな」「免

許返納したからどこにも行けない、困った！」などの声

を聞くことが多くあります。

　地域座談会では、水戸野地区のみなさんと免許返納後

の生活について話し合い、さくら号やふれあいバスなど

の公共交通機関の利用方法を学びました。参加者からは

「今は運転できるからいいけど、近いうちに免許返納し

てさくら号を利用することになると思う」「隣近所で気

軽に乗せていくよと声を掛け合えるような地域のつなが

りがあるとさらに心強いよね」

といった声が聞かれました。い

つまでも自分らしく安心して地

域で暮らしていくために、移動

手段について今から考えていく

ことが大切です。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
医
療
機
関

に
予
約
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を

過
ぎ
て
か
ら
接
種
す
る
場
合
は
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

対
象

　接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

　い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
の
人
で
、
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
を

　接
種
し
た
こ
と
の
な
い
人

②
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

　呼
吸
器
・
免
疫
機
能
障
害
が
あ
っ
て
、
身
体

　障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
同
程
度
の
障
害
の

　あ
る
人

接
種
対
象
期
間

　
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら

　66
歳
の
誕
生
日
の
前
日

自
己
負
担
額

　
４
、
７
２
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。
被
保
護

　者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　接
種
券
な
ど
は
65
歳
に
な
る
誕
生
月

　の
月
末
に
対
象
者
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

生ワクチン 不活化ワクチン

接種回数 １回 ２回 

自己負担額

4,950円
１回18,150円

（計36,300円）

生活保護世帯は無料です。

被保護者証を提示してくだ

さい。

※令和８年４月以降に不活化ワクチン
　の２回目を接種する場合は、全額自
　己負担になります。

対
象

　接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

　い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
令
和
７
年
度
中
に
65
歳
を
迎
え
る
人

②
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
免
疫
機
能
障
害
が

　あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
同
程

　度
の
障
が
い
の
あ
る
人

※

令
和
７
～
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
経
過
措

　措
と
し
て
、
66
歳
以
上
の
人
に
も
接
種
機
会

　を
設
け
て
お
り
、
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・

　95
・
１
０
０
歳
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
５
年
ご
と
に
定
期
接
種
が
受
け
ら
れ 

　る
こ
と
で
は
な
く
、
定
期
接
種
は
法
律
に
基

　づ
き
生
涯
に
一
度
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
令
和
７
年
度
に
限
り
、
１
０
０
歳
以
上
の
人

　も
対
象
と
な
り
ま
す
。

接
種
期
限

　令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

そ
の
他

　
接
種
券
な
ど
は
４
月
上
旬
に
対
象
者

　へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ　
　健康福祉課医療対策係　☎(43)3911
　村松支所　福祉係　　　☎(58)7181

肺炎球菌・

　　帯状疱疹

肺炎球菌・

　　帯状疱疹の

高齢者のみなさん

予防接種はお済み
ですか？
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問い合わせ　市民課市民係／村松支所　市民係

出張申請を受付中！出張申請を受付中！

　市役所に来庁することが難しい場合、市役所職員

があなたの自宅などに伺い、申請を受け付けます。

対象　市内に住所がある人

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの際

　に、日程の調整を行います。

必要なもの　

・本人確認書類２点（なるべく写真付きのもの）

・マイナンバー通知カードかマイナンバー通知書

・住民基本台帳カード（持っている人のみ）

　市役所に来庁することが難しい場合、市役所職員

があなたの自宅などに伺い、申請を受け付けます。

対象　市内に住所がある人

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの際

　に、日程の調整を行います。

必要なもの　

・本人確認書類２点（なるべく写真付きのもの）

・マイナンバー通知カードかマイナンバー通知書

・住民基本台帳カード（持っている人のみ）

マイナンバーカードマイナンバーカード

12月13日㈯ 市役所市民課 

支所市民係 12月20日㈯

12月27日㈯ 市役所市民課 

市役所市民課 １月10日㈯

午前８時30分～
　　昼12時15分

マイナンバーカード12・１月の休日窓口

さくらアリーナ
多目的ケアルーム

今年度の開催はこれで最後！

健康運動教室
参加者
募集中

～ホップステップコース～

　どんな運動をはじめたらよいか分からない人、無

理しない運動習慣を身に付けたい人にお勧めです。

４回開催で少しずつレベルアップを実感できます。

詳しくは
市ホームページを確認

申込・問い合わせ　健康福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　村松支所　福祉係　　　　

ホップステップ

コース④

１／19・26、２／２・９（各月曜日）

午後７時30分～８時30分

２／16、３／２・９・16（各月曜日）

午後７時30分～８時30分

１／14㈬

教室名 日時 場所 申込締切

　より効果を実感できるよう、２コースは連続して参

加することをお勧めします。

参加費　１コース500円

申込方法　健康福祉課または支所福祉係の窓口へ、参

　加費を添えて申し込みください。

講師　（一社）五泉市スポーツ協会　健康運動指導士

　　　　　　　　相澤　恵津子さん・吉田　純子さん

ジャンプ

コース④
２／10㈫

～ジャンプコース～

　ホップステップコースをレベルアップ。脂肪燃焼

効果のあるサーキットトレーニングを実施します。

さくらアリーナ
多目的ケアルーム

　「
食
べ
ら
れ
る
お
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ケ

ー
キ
づ
く
り
～
親
子
編
～
」
を
開
催
し

ま
す
。
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
バ
タ
ー

ク
リ
ー
ム
を
絞
っ
て
「
食
べ
ら
れ
る
お

花
」
の
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

対
象

　
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
ま

　で
の
親
子

日
時

　令
和
８
年
１
月
18
日
㈰

　

　
　
　午
前
９
時
～
正
午

会
場

　
粟
島
ふ
れ
あ
い
館

　料
理
室

定
員

　８
組
16
人
（
定
員
を
超
え
た
場

　合
は
抽
選
）

講
師

　M
・
c
h
e
r
i
e

　
　
　
　
　
　
　高
島

　み
ど
り
さ
ん

参
加
費

　１
組
１
、
５
０
０
円

持
ち
物

　
内
履
き
、
保
冷
バ
ッ
グ
な
ど

申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
、
総

　合
会
館
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

　12
月
26
日
㈮

そ
の
他

　2
月
に
「
大
人
編
」
も
開
催

　し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
ご
せ
ん
1

　月
10
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　図
書
館
で
購
読
し
て
い
る
雑
誌
な
ど

の
ふ
ろ
く
（
バ
ッ
グ
、
手
帳
な
ど
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法

　五
泉
図
書
館
ま
た
は
村
松

　図
書
館
に
あ
る
応
募
用
紙
を
記
入
し
、

　希
望
の
品
に
１
つ
だ
け
〇
を
付
け
て
、

　応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
に
は
L
カ
ー
ド
（
図
書
館
の
利

　用
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。
L
カ
ー

　ド
１
枚
に
つ
き
１
回
応
募
で
き
ま
す
。

　L
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
サ

　ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し
出
て
く

　だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

応
募
締
切

　12
月
27
日
㈯

　10
月
か
ら
11
月
ま
で
の
２
カ
月
分
の

児
童
手
当
を
、
12
月
10
日
㈬
に
届
け
出

の
金
融
機
関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
し
た

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
企
画
係

児
童
手
当
の
振
り
込
み

知

五
泉
市
公
民
館
（
総
合
会
館
内
）

　

 

☎
（43）
４
１
９
０

メ
ー
ル s-gakusyuu@

city.gosen.lg.jp

募

公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

五
泉
図
書
館

　
☎

（43）
３
１
１
０

　
村
松
図
書
館

　
☎

（58）
１
５
０
５

知

雑
誌
の
ふ
ろ
く
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

相談 イベントお知らせ 募集

五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分

広報ごせん／2025年（令和7年）12月10日号17 10

高齢者

地域見守り
活動ガイド 問い合わせ　高齢福祉課いきいき福祉係　☎(43)3911

Vol.９

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすためには、地域での

見守りや支え合いが大切です。このコーナーでは、支援センター

や通いの場などを12回のシリーズで紹介します。

今回のテーマ
在宅介護支援センターの紹介④
　　　　　　村松在宅介護支援センター

　村松在宅介護支援センターは、川内・菅名・村松地域

の一部の地区を対象に活動しています。

地域座談会地域座談会

　市では、市内５カ所の在宅介護支援センターに委託し、

各地域で困りごとや支え合いなどについて地域の人と一

緒に話し合う場として地域座談会を実施しています。

今年度のテーマは“高齢者の移動”今年度のテーマは“高齢者の移動”

　近年、高齢者の交通事故や免許の返納が社会問題とな

っています。市内でも車を運転する人が多く「年齢を考

えると返納したいけど、まだ免許返納できないな」「免

許返納したからどこにも行けない、困った！」などの声

を聞くことが多くあります。

　地域座談会では、水戸野地区のみなさんと免許返納後

の生活について話し合い、さくら号やふれあいバスなど

の公共交通機関の利用方法を学びました。参加者からは

「今は運転できるからいいけど、近いうちに免許返納し

てさくら号を利用することになると思う」「隣近所で気

軽に乗せていくよと声を掛け合えるような地域のつなが

りがあるとさらに心強いよね」

といった声が聞かれました。い

つまでも自分らしく安心して地

域で暮らしていくために、移動

手段について今から考えていく

ことが大切です。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
医
療
機
関

に
予
約
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を

過
ぎ
て
か
ら
接
種
す
る
場
合
は
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

対
象

　接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

　い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
の
人
で
、
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
を

　接
種
し
た
こ
と
の
な
い
人

②
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

　呼
吸
器
・
免
疫
機
能
障
害
が
あ
っ
て
、
身
体

　障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
同
程
度
の
障
害
の

　あ
る
人

接
種
対
象
期
間

　
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら

　66
歳
の
誕
生
日
の
前
日

自
己
負
担
額

　
４
、
７
２
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。
被
保
護

　者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　接
種
券
な
ど
は
65
歳
に
な
る
誕
生
月

　の
月
末
に
対
象
者
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

生ワクチン 不活化ワクチン

接種回数 １回 ２回 

自己負担額

4,950円
１回18,150円

（計36,300円）

生活保護世帯は無料です。

被保護者証を提示してくだ

さい。

※令和８年４月以降に不活化ワクチン
　の２回目を接種する場合は、全額自
　己負担になります。

対
象

　接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

　い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
令
和
７
年
度
中
に
65
歳
を
迎
え
る
人

②
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
免
疫
機
能
障
害
が

　あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
同
程

　度
の
障
が
い
の
あ
る
人

※

令
和
７
～
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
経
過
措

　措
と
し
て
、
66
歳
以
上
の
人
に
も
接
種
機
会

　を
設
け
て
お
り
、
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・

　95
・
１
０
０
歳
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
５
年
ご
と
に
定
期
接
種
が
受
け
ら
れ 

　る
こ
と
で
は
な
く
、
定
期
接
種
は
法
律
に
基

　づ
き
生
涯
に
一
度
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
令
和
７
年
度
に
限
り
、
１
０
０
歳
以
上
の
人

　も
対
象
と
な
り
ま
す
。

接
種
期
限

　令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

そ
の
他

　
接
種
券
な
ど
は
４
月
上
旬
に
対
象
者

　へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ　
　健康福祉課医療対策係　☎(43)3911
　村松支所　福祉係　　　☎(58)7181

肺炎球菌・

　　帯状疱疹

肺炎球菌・

　　帯状疱疹の

高齢者のみなさん

予防接種はお済み
ですか？
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問い合わせ　市民課市民係／村松支所　市民係

出張申請を受付中！出張申請を受付中！

　市役所に来庁することが難しい場合、市役所職員

があなたの自宅などに伺い、申請を受け付けます。

対象　市内に住所がある人

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの際

　に、日程の調整を行います。

必要なもの　

・本人確認書類２点（なるべく写真付きのもの）

・マイナンバー通知カードかマイナンバー通知書

・住民基本台帳カード（持っている人のみ）

　市役所に来庁することが難しい場合、市役所職員

があなたの自宅などに伺い、申請を受け付けます。

対象　市内に住所がある人

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの際

　に、日程の調整を行います。

必要なもの　

・本人確認書類２点（なるべく写真付きのもの）

・マイナンバー通知カードかマイナンバー通知書

・住民基本台帳カード（持っている人のみ）

マイナンバーカードマイナンバーカード

12月13日㈯ 市役所市民課 

支所市民係 12月20日㈯

12月27日㈯ 市役所市民課 

市役所市民課 １月10日㈯

午前８時30分～
　　昼12時15分

マイナンバーカード12・１月の休日窓口

さくらアリーナ
多目的ケアルーム

今年度の開催はこれで最後！

健康運動教室
参加者
募集中

～ホップステップコース～

　どんな運動をはじめたらよいか分からない人、無

理しない運動習慣を身に付けたい人にお勧めです。

４回開催で少しずつレベルアップを実感できます。

詳しくは
市ホームページを確認

申込・問い合わせ　健康福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　村松支所　福祉係　　　　

ホップステップ

コース④

１／19・26、２／２・９（各月曜日）

午後７時30分～８時30分

２／16、３／２・９・16（各月曜日）

午後７時30分～８時30分

１／14㈬

教室名 日時 場所 申込締切

　より効果を実感できるよう、２コースは連続して参

加することをお勧めします。

参加費　１コース500円

申込方法　健康福祉課または支所福祉係の窓口へ、参

　加費を添えて申し込みください。

講師　（一社）五泉市スポーツ協会　健康運動指導士

　　　　　　　　相澤　恵津子さん・吉田　純子さん

ジャンプ

コース④
２／10㈫

～ジャンプコース～

　ホップステップコースをレベルアップ。脂肪燃焼

効果のあるサーキットトレーニングを実施します。

さくらアリーナ
多目的ケアルーム

　「
食
べ
ら
れ
る
お
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ケ

ー
キ
づ
く
り
～
親
子
編
～
」
を
開
催
し

ま
す
。
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
バ
タ
ー

ク
リ
ー
ム
を
絞
っ
て
「
食
べ
ら
れ
る
お

花
」
の
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

対
象

　
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
ま

　で
の
親
子

日
時

　令
和
８
年
１
月
18
日
㈰

　

　
　
　午
前
９
時
～
正
午

会
場

　
粟
島
ふ
れ
あ
い
館

　料
理
室

定
員

　８
組
16
人
（
定
員
を
超
え
た
場

　合
は
抽
選
）

講
師

　M
・
c
h
e
r
i
e

　
　
　
　
　
　
　高
島

　み
ど
り
さ
ん

参
加
費

　１
組
１
、
５
０
０
円

持
ち
物

　
内
履
き
、
保
冷
バ
ッ
グ
な
ど

申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
、
総

　合
会
館
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

　12
月
26
日
㈮

そ
の
他

　2
月
に
「
大
人
編
」
も
開
催

　し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
ご
せ
ん
1

　月
10
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　図
書
館
で
購
読
し
て
い
る
雑
誌
な
ど

の
ふ
ろ
く
（
バ
ッ
グ
、
手
帳
な
ど
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法

　五
泉
図
書
館
ま
た
は
村
松

　図
書
館
に
あ
る
応
募
用
紙
を
記
入
し
、

　希
望
の
品
に
１
つ
だ
け
〇
を
付
け
て
、

　応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
に
は
L
カ
ー
ド
（
図
書
館
の
利

　用
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。
L
カ
ー

　ド
１
枚
に
つ
き
１
回
応
募
で
き
ま
す
。

　L
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
サ

　ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し
出
て
く

　だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

応
募
締
切

　12
月
27
日
㈯

　10
月
か
ら
11
月
ま
で
の
２
カ
月
分
の

児
童
手
当
を
、
12
月
10
日
㈬
に
届
け
出

の
金
融
機
関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
し
た

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
企
画
係

児
童
手
当
の
振
り
込
み

知

五
泉
市
公
民
館
（
総
合
会
館
内
）

　

 

☎
（43）
４
１
９
０

メ
ー
ル s-gakusyuu@

city.gosen.lg.jp

募

公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

五
泉
図
書
館

　
☎

（43）
３
１
１
０

　
村
松
図
書
館

　
☎

（58）
１
５
０
５

知

雑
誌
の
ふ
ろ
く
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

相談 イベントお知らせ 募集

五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分
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みんなの掲示板みんなの掲示板

■精神障害者のピアサポート活動発表会・交流

会　ピアサポートとは、精神障害を持つ人が自

身の経験を活かし、同じ経験を持つ人をサポー

トする活動です。当事者と家族の体験発表と交

流会を行います。　日時：12月20日㈯　午後１

時30分～３時50分　会場：総合会館２階　第１

～４会議室　対象：精神障害を持つ人、家族、

関係者など　内容：リカバリー（回復）ストー

リーの発表、参加者同士の交流会　など　参加

費：無料　※申込不要　問い合わせ：かがやき

福祉会　協働作業所かがやき　☎(68)1170

■五泉市観光まちづくりセミナー　日時：12月

22日㈪　午後１時30分～３時　会場：五泉図書

館３階　ホール　対象：まちづくりに関心のあ

る人　演題：「地域資源を活かしたまちづくり」

～「お宝」は身近な足元にある。活動での気づ

きと学び～　講師：にいがた庭園街道ネットワ

ーク　事務局長　平原　悟さん　申込方法：申

込書をＦＡＸまたはメールで提出してください。

申込書はラポルテ五泉、五泉市観光案内所、五

泉市観光協会、五泉商工会議所、村松商工会に

あります。　申込先：ＦＡＸ(47)7528、メール

info@gosen-kankou.niigata.jp　問い合わせ：五泉市

観光協会　☎(47)7518

　もしもの時に自分の医療やケアなどを大切な人と

話し合い、決めていくことの大切さについて知り、

これからの人生について考えてみませんか。

　もしもの時に自分の医療やケアなどを大切な人と

話し合い、決めていくことの大切さについて知り、

これからの人生について考えてみませんか。

市民公開講座

最期まで「自分らしく生きる」ために

大切な人と話し合おう

問い合わせ　高齢福祉課いきいき福祉係
　　　　　　（一社）五泉市東蒲原郡医師会　☎(41)0611

内容

〇講演

　講師　医療コーディネーター　堀　エリカさん

〇事例紹介

・在宅の看取りについて　

　金子医院　院長　金子　義伸さん

・施設の看取りについて

　特別養護老人ホーム　まおろしの郷

【メイン会場】

　ラポルテ五泉 多目的ホール

【サテライト会場（スクリーン投影）】

　阿賀町役場 多目的ホール

令和８年１月17日㈯
午後２時～４時

入場
　無料

講師　堀 エリカさん

※サテライト会場のみ申し込みが必要です。メイン会場は

　申込不要ですので、直接会場に来てください。

Vol.135

こんなときは

五泉市消費

生活センターへ

問い合わせ　五泉市消費生活センター　☎(47)4578
　　　　　　平日午前10時～午後４時（年末年始を除く）

　ＳＮＳの広告などから占いやフィットネスなど

のサイトやアプリに登録したところ、意図せずサ

ブスク契約になっていたという相談が寄せられて

います。安易に登録せず、トライアルの条件やサ

ブスクに関する記載がないかを確認しましょう。

期間内に解約しないとサブスクに移行する場合も

あります。

　サイトやアプリが日本語表記でも、海外事業者

が運営していることがあり、問い合わせや解約手

続きが英語表記の場合や解約方法が分かりにくい

場合もあるため、注意が必要です。不安な場合は

消費生活センターなどに相談してください。相談

は無料で秘密は固く守られます。

海外事業者との
　サブスク契約！？

　　　　　　　　スマホの広告から軽い気持ち

　　　　　　　で占いサイトに登録した。全く

　　　　　　利用していなかったのに、３回分

として計１万５千円引き落とされていることが

分かり、サブスク（サブスクリプション。定額

料金を定期的に支払うことで、一定期間、商品

やサービスを利用できる契約方法）契約である

ことに気付いた。解約したいが、英文のため内

容が理解できない。

今月の納税

　　納期限　12月25日㈭
固定資産税・都市計画税　３期

国民健康保険税（普通徴収）　６期

介護保険料（普通徴収）　　９期

後期高齢者医療保険料

　　　　　　（普通徴収）　９期

納期限内に納税をお願いします

年末納税（納付）

夜間窓口の開設

日時　12月25日㈭
　　　午後８時まで

会場　市役所２階税務課

　　　村松支所１階税務係

【入居資格】
　◦入居所得基準に適する人
　◦現在同居している、または同居しよう
　　とする親族（婚姻の予定者などを含む）
　　がいる人
　※②、④、⑤は単身入居可能。ただし、
　　高齢者や障がいのある人のみ。
　◦住宅に困っている人
　◦暴力団員でない人

【その他】
　◦令和８年２月10日㈫から入居できます。
　◦入居決定後に敷金 (家賃３カ月分)の納
　　入、保証人の届け出が必要となります。
　◦住宅困窮順位によって入居者を決定し
　　ますが、応募者が多数の場合は、公開
　　抽選により決定する場合もあります。

※期間内に入居決定がなかった場合、上記の住戸は随時応募を受け付けします。
　随時募集住宅の情報は市役所、市ホームページでお知らせします。

申込締切： 12/26 金

申込・問い合わせ　都市整備課建築住宅係

戸数
水洗
トイレ募集住宅 家賃(月額)

①市営八幡住宅（石曽根・S53年） 〇３ＤＫ １戸 なし14,400円～

⑤県営稲場住宅（馬下・S58年） ３ＤＫ １戸 (2号棟)16,000円～ 〇 あり

⑥県営山王住宅
　（村松甲・H10～13年）

３ＤＫ ３戸 〇 あり
(2号棟)24,200円～

(3号棟)23,400円～

風呂
設備

③市営新町住宅（村松甲・H10年） 〇３ＤＫ １戸 あり19,900円～

公営住宅 　　 の入居者を     します1 0戸 募集

※①、②は風呂設備の持ち込みが必要です。

〇 あり
14,000円～
14,100円～

１ＤＫ ２戸
④市営南本町住宅
　（南本町３丁目・R２～３年）

〇 なし
②市営山王住宅
　（村松甲・S48～50年）

9,800円～
11,800円～

２ＤＫ ２戸

　　令
和
７
年
度
二
十
歳
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
思
い
出
づ
く

り
と
、
人
生
の
新
た
な
決
意
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に

は
12
月
中
旬
に
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

　平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
五
泉
市
在

　住
者
、
お
よ
び
現
在
市
外
在
住
で
市

　内
中
学
校
卒
業
の
人
ま
た
は
中
学
校

　卒
業
年
齢
時
に
市
内
在
住
だ
っ
た
人

日
時

　令
和
８
年
１
月
11
日
㈰

　
午
後

　１
時
30
分
～
（
受
付

　正
午
～
）

会
場

　さ
く
ら
ん
ど
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　歯
周
病
検
診
、
後
期
高
齢
者
歯
科
健

診
の
受
診
期
間
は
令
和
８
年
１
月
31
日

㈯
ま
で
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
機
会
に

無
料
で
歯
科
健
診
を
受
け
、
お
口
の
健

康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
検
診
…
今
年
度
20
歳
、
30
歳
、

　40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
人

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
…
今
年
度
76
歳
、

　80
歳
の
人

健
診
内
容

　口
腔
内
検
査
、
歯
科
保
健

　指
導

費
用

　無
料

持
ち
物

　健
診
票
（
市
か
ら
郵
送
さ
れ

　た
も
の
）
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は

　資
格
確
認
書

受
診
方
法

　市
内
指
定
歯
科
医
院
で
の

　個
別
健
診
で
す
。
電
話
で
予
約
し
、

　受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　女
性
の
相
談
員
が
悩
み
事
の
解
決
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
女
性

日
時

　令
和
８
年
１
月
16
日
㈮

　午
前

　９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場

　市
役
所
内
の
相
談
室

　

定
員

　
４
人
（
１
回
の
相
談
は
60
分
）

申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

　い
。

　農
家
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
料
理
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
メ
ニ
ュ
ー
は

当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

日
時

　令
和
８
年
１
月
14
日
㈬

　

　ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人
の
家
族
が
集

ま
り
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
会
で
は
「
こ
の

場
で
聞
い
た
話
は
外
部
で
は
話
さ
な
い
」

「
話
し
た
く
な
い
こ
と
は
話
さ
ず
聞
く

だ
け
で
い
い
」
な
ど
を
約
束
事
に
し
て

い
ま
す
。
３
月
は
講
師
が
一
緒
に
話
し

合
い
に
参
加
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
い
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
の
ひ
き
こ
も
り
状
態

　の
人
の
家
族

日
時

　12
月
21
日
㈰
、
令
和
８
年
１
月

　31
日
㈯
、
２
月
22
日
㈰
、
３
月
15
日

　㈰

　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

　
　
　（
受
付

　午
後
１
時
15
分
～
）

会
場　障

が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師

　長
岡
崇
徳
大
学

　
　客
員
教
授

　斎
藤

　ま
さ
子
さ
ん

参
加
費

　無
料

申
込
方
法

　初
め
て
参
加
す
る
人
は
、

　電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

　だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

♡
環
境
整
備
に
現
金
10
万
円

　
　
　
　加
茂
信
用
金
庫
（
加
茂
市
）

　
　
　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　
粟
島
ふ
れ
あ
い
館

　料
理
室

講
師

　五
泉
市
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

定
員

　16
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
後
日
、

　応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

参
加
費

　１
、
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

　用
具
、
持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー

申
込
方
法

　12
月
24
日
㈬
ま
で
に
、
電

　話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
月
25
日
現
在
（
敬
称
略
）

♥
篤
志
に
感
謝

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

女
性
の
悩
み
相
談
室

相

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー    

☎
（41）
０
６
５
３

メ
ー
ル

　

kikan@
city.gosen.lg.jp

た
ん
ぽ
ぽ
座
談
会

知

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

歯
科
健
診
の
受
診
は
済
ん
で
い
ま
す
か

知

農
林
課
振
興
係

農
家
の
お
母
さ
ん
が
教
え
る
料
理
教
室

募

五
泉
市
公
民
館
（
総
合
会
館
内
）

☎
（43）
４
１
９
０

村
松
公
民
館

　
　
☎

（58）
５
０
８
２

二
十
歳
の
集
い
を
開
催

知

は

た

ち

五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分 防災行政無線自動音声サービス(43)5745　テレホンサービス(43)4567　ホームページ www.city.gosen.lg.jp
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みんなの掲示板みんなの掲示板

■精神障害者のピアサポート活動発表会・交流

会　ピアサポートとは、精神障害を持つ人が自

身の経験を活かし、同じ経験を持つ人をサポー

トする活動です。当事者と家族の体験発表と交

流会を行います。　日時：12月20日㈯　午後１

時30分～３時50分　会場：総合会館２階　第１

～４会議室　対象：精神障害を持つ人、家族、

関係者など　内容：リカバリー（回復）ストー

リーの発表、参加者同士の交流会　など　参加

費：無料　※申込不要　問い合わせ：かがやき

福祉会　協働作業所かがやき　☎(68)1170

■五泉市観光まちづくりセミナー　日時：12月

22日㈪　午後１時30分～３時　会場：五泉図書

館３階　ホール　対象：まちづくりに関心のあ

る人　演題：「地域資源を活かしたまちづくり」

～「お宝」は身近な足元にある。活動での気づ

きと学び～　講師：にいがた庭園街道ネットワ

ーク　事務局長　平原　悟さん　申込方法：申

込書をＦＡＸまたはメールで提出してください。

申込書はラポルテ五泉、五泉市観光案内所、五

泉市観光協会、五泉商工会議所、村松商工会に

あります。　申込先：ＦＡＸ(47)7528、メール

info@gosen-kankou.niigata.jp　問い合わせ：五泉市

観光協会　☎(47)7518

　もしもの時に自分の医療やケアなどを大切な人と

話し合い、決めていくことの大切さについて知り、

これからの人生について考えてみませんか。

　もしもの時に自分の医療やケアなどを大切な人と

話し合い、決めていくことの大切さについて知り、

これからの人生について考えてみませんか。

市民公開講座

最期まで「自分らしく生きる」ために

大切な人と話し合おう

問い合わせ　高齢福祉課いきいき福祉係
　　　　　　（一社）五泉市東蒲原郡医師会　☎(41)0611

内容

〇講演

　講師　医療コーディネーター　堀　エリカさん

〇事例紹介

・在宅の看取りについて　

　金子医院　院長　金子　義伸さん

・施設の看取りについて

　特別養護老人ホーム　まおろしの郷

【メイン会場】

　ラポルテ五泉 多目的ホール

【サテライト会場（スクリーン投影）】

　阿賀町役場 多目的ホール

令和８年１月17日㈯
午後２時～４時

入場
　無料

講師　堀 エリカさん

※サテライト会場のみ申し込みが必要です。メイン会場は

　申込不要ですので、直接会場に来てください。

Vol.135

こんなときは

五泉市消費

生活センターへ

問い合わせ　五泉市消費生活センター　☎(47)4578
　　　　　　平日午前10時～午後４時（年末年始を除く）

　ＳＮＳの広告などから占いやフィットネスなど

のサイトやアプリに登録したところ、意図せずサ

ブスク契約になっていたという相談が寄せられて

います。安易に登録せず、トライアルの条件やサ

ブスクに関する記載がないかを確認しましょう。

期間内に解約しないとサブスクに移行する場合も

あります。

　サイトやアプリが日本語表記でも、海外事業者

が運営していることがあり、問い合わせや解約手

続きが英語表記の場合や解約方法が分かりにくい

場合もあるため、注意が必要です。不安な場合は

消費生活センターなどに相談してください。相談

は無料で秘密は固く守られます。

海外事業者との
　サブスク契約！？

　　　　　　　　スマホの広告から軽い気持ち

　　　　　　　で占いサイトに登録した。全く

　　　　　　利用していなかったのに、３回分

として計１万５千円引き落とされていることが

分かり、サブスク（サブスクリプション。定額

料金を定期的に支払うことで、一定期間、商品

やサービスを利用できる契約方法）契約である

ことに気付いた。解約したいが、英文のため内

容が理解できない。

今月の納税

　　納期限　12月25日㈭
固定資産税・都市計画税　３期

国民健康保険税（普通徴収）　６期

介護保険料（普通徴収）　　９期

後期高齢者医療保険料

　　　　　　（普通徴収）　９期

納期限内に納税をお願いします

年末納税（納付）

夜間窓口の開設

日時　12月25日㈭
　　　午後８時まで

会場　市役所２階税務課

　　　村松支所１階税務係

【入居資格】
　◦入居所得基準に適する人
　◦現在同居している、または同居しよう
　　とする親族（婚姻の予定者などを含む）
　　がいる人
　※②、④、⑤は単身入居可能。ただし、
　　高齢者や障がいのある人のみ。
　◦住宅に困っている人
　◦暴力団員でない人

【その他】
　◦令和８年２月10日㈫から入居できます。
　◦入居決定後に敷金 (家賃３カ月分)の納
　　入、保証人の届け出が必要となります。
　◦住宅困窮順位によって入居者を決定し
　　ますが、応募者が多数の場合は、公開
　　抽選により決定する場合もあります。

※期間内に入居決定がなかった場合、上記の住戸は随時応募を受け付けします。
　随時募集住宅の情報は市役所、市ホームページでお知らせします。

申込締切： 12/26 金

申込・問い合わせ　都市整備課建築住宅係

戸数
水洗
トイレ募集住宅 家賃(月額)

①市営八幡住宅（石曽根・S53年） 〇３ＤＫ １戸 なし14,400円～

⑤県営稲場住宅（馬下・S58年） ３ＤＫ １戸 (2号棟)16,000円～ 〇 あり

⑥県営山王住宅
　（村松甲・H10～13年）

３ＤＫ ３戸 〇 あり
(2号棟)24,200円～

(3号棟)23,400円～

風呂
設備

③市営新町住宅（村松甲・H10年） 〇３ＤＫ １戸 あり19,900円～

公営住宅 　　 の入居者を     します1 0戸 募集

※①、②は風呂設備の持ち込みが必要です。

〇 あり
14,000円～
14,100円～

１ＤＫ ２戸
④市営南本町住宅
　（南本町３丁目・R２～３年）

〇 なし
②市営山王住宅
　（村松甲・S48～50年）

9,800円～
11,800円～

２ＤＫ ２戸

　　令
和
７
年
度
二
十
歳
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
思
い
出
づ
く

り
と
、
人
生
の
新
た
な
決
意
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に

は
12
月
中
旬
に
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

　平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
五
泉
市
在

　住
者
、
お
よ
び
現
在
市
外
在
住
で
市

　内
中
学
校
卒
業
の
人
ま
た
は
中
学
校

　卒
業
年
齢
時
に
市
内
在
住
だ
っ
た
人

日
時

　令
和
８
年
１
月
11
日
㈰

　
午
後

　１
時
30
分
～
（
受
付

　正
午
～
）

会
場

　さ
く
ら
ん
ど
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　歯
周
病
検
診
、
後
期
高
齢
者
歯
科
健

診
の
受
診
期
間
は
令
和
８
年
１
月
31
日

㈯
ま
で
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
機
会
に

無
料
で
歯
科
健
診
を
受
け
、
お
口
の
健

康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
検
診
…
今
年
度
20
歳
、
30
歳
、

　40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
人

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
…
今
年
度
76
歳
、

　80
歳
の
人

健
診
内
容

　口
腔
内
検
査
、
歯
科
保
健

　指
導

費
用

　無
料

持
ち
物

　健
診
票
（
市
か
ら
郵
送
さ
れ

　た
も
の
）
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は

　資
格
確
認
書

受
診
方
法

　市
内
指
定
歯
科
医
院
で
の

　個
別
健
診
で
す
。
電
話
で
予
約
し
、

　受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　女
性
の
相
談
員
が
悩
み
事
の
解
決
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
女
性

日
時

　令
和
８
年
１
月
16
日
㈮

　午
前

　９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場

　市
役
所
内
の
相
談
室

　

定
員

　
４
人
（
１
回
の
相
談
は
60
分
）

申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

　い
。

　農
家
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
料
理
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
メ
ニ
ュ
ー
は

当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

日
時

　令
和
８
年
１
月
14
日
㈬

　

　ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人
の
家
族
が
集

ま
り
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
会
で
は
「
こ
の

場
で
聞
い
た
話
は
外
部
で
は
話
さ
な
い
」

「
話
し
た
く
な
い
こ
と
は
話
さ
ず
聞
く

だ
け
で
い
い
」
な
ど
を
約
束
事
に
し
て

い
ま
す
。
３
月
は
講
師
が
一
緒
に
話
し

合
い
に
参
加
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
い
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
の
ひ
き
こ
も
り
状
態

　の
人
の
家
族

日
時

　12
月
21
日
㈰
、
令
和
８
年
１
月

　31
日
㈯
、
２
月
22
日
㈰
、
３
月
15
日

　㈰

　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

　
　
　（
受
付

　午
後
１
時
15
分
～
）

会
場　障

が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師

　長
岡
崇
徳
大
学

　
　客
員
教
授

　斎
藤

　ま
さ
子
さ
ん

参
加
費

　無
料

申
込
方
法

　初
め
て
参
加
す
る
人
は
、

　電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

　だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

♡
環
境
整
備
に
現
金
10
万
円

　
　
　
　加
茂
信
用
金
庫
（
加
茂
市
）

　
　
　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　
粟
島
ふ
れ
あ
い
館

　料
理
室

講
師

　五
泉
市
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

定
員

　16
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
後
日
、

　応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

参
加
費

　１
、
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

　用
具
、
持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー

申
込
方
法

　12
月
24
日
㈬
ま
で
に
、
電

　話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
月
25
日
現
在
（
敬
称
略
）

♥
篤
志
に
感
謝

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

女
性
の
悩
み
相
談
室

相

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー    

☎
（41）
０
６
５
３

メ
ー
ル
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city.gosen.lg.jp
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談
会

知

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

歯
科
健
診
の
受
診
は
済
ん
で
い
ま
す
か

知

農
林
課
振
興
係

農
家
の
お
母
さ
ん
が
教
え
る
料
理
教
室

募

五
泉
市
公
民
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（
総
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を
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催
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問い合わせ　総務課広報広聴係 ☎(43)3911「広報ごせん」有料広告（４/10号～７/25号分）は、１月26日(月)から受け付けます。広報ごせん／2025年（令和7年）12月10日号21 20
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　氏　　名

斎藤　進

阿部　一雄

野平　昭市

塩原　主一

二瓶　アイ子

齋藤　ヨヱコ

相田　フミ

佐野　百合子

山賀　貞子

伊藤　温子

大木　リヱ

瀧澤　信男

佐藤　光雄

山田　利夫

塚野　操

　　　一美

中山　コウ

渡邉　孝子

長谷川　長人

佐藤　公人

皆川　イシ

佐原　榮司

髙橋　一郎

安中　盛雄

安岡　良彦

　11月16日から30日までの届出です。（敬称略）
　保護者やご遺族などの承諾を得て掲載しています。
　旧村松町の住所欄は行政区で表示しています。

お誕生お誕生

おくやみおくやみ

住　所

長橋

新丁

荻野島

泉町１

本町２

三本木３

木越荒屋

千原

村松駅前通５

寺沢１

一本杉

夏針

猿和田

城下

矢津

丸田

秋葉町

深沢

一本杉

刈羽１

丸田

南本町２

西四ツ屋

村松駅前通７

南本町２

年齢

92

89

88

92

90

92

96

92

78

86

99

63

77

66

88

63

93

91

61

68

102

95

84

89

90

住　所

論瀬

駅前１

中川新

村松泉町３

三本木１

保　護　者

長谷川　翔

東間　昭博

松田　秩

小森　丈一郎

佐藤　優輝

　　赤ちゃん

凰　太（おうた）

　　翔（りゅうが）

莉　奈（り　な）

俐央叶（りおと）

陽　暖（ひなた）

スマホで広報紙
「マチイロ」配信中！
スマホで広報紙
「マチイロ」配信中！

　市内28団体が一堂に会した市民芸能祭が開催され、

835人が来場しました。ステージでは新舞踊や伝統

芸能、よさこいなど各団体が練習を積み重ねてきた

成果を披露。観客から曲に合わせた手拍子や温かい

拍手が送られ、会場が一体となり楽しんでいました。

　～市民芸能祭　ラポルテ五泉～

日々の成果を披露11月

23日
～手話奉仕員養成講座　入門編～

手と手で想いを伝える

　４月から始まった全28回の講座が修了し、15人が

修了証書を受け取りました。閉講式では、受講生が

手話で講座の感想などを発表。手の動きと表情など

全身を使った手話で「勉強を継続し、もっと上手に

なりたい」と今後の活動にも意欲をみせていました。

11月

17日
～オンライン交流　巣本小学校～

“イモ”がつなぐ国際交流

　五泉のさといも、台湾・高雄市のタロイモ。互い

の特産品「いも」が結ぶオンライン交流を行いまし

た。児童たちは台湾の甲仙小学校の５年生と画面越

しに自己紹介やゲームをして大盛り上がり。言葉の

壁も何のその、すぐに打ち解けて交流を深めました。

11月

14日

五泉ニット 熱く語る
～ニットフェス　トークセッション～

　今年で11回目となるフェスでは、工場見

学をはじめ市内各所でさまざまなイベント

が開催されました。日本を代表するセレク

トショップ「ＢＥＡＭＳ　ＰＬＵＳ」との

コラボレーション企画では、会場のＬＯＯ

Ｐ＆ＬＯＯＰに期間限定で出店。フェスの

ために五泉の企業と一緒に開発したオリジ

ナル商品を販売し注目を集めました。また、

トークセッションも行われ「ＢＥＡＭＳ　

ＰＬＵＳ」のスタッフが五泉ニットの魅力

を熱く語り、イベントを盛り上げました。

　11月

15・16日

ビームス　　  　　　　プラス　 

ルー

プ　アンド　　　ループ

～学校給食視察　五泉小学校～

五泉の給食のおいしさ発信11月

19日

　県の「米飯給食、地場産給食推進月間」の一環と

して、県の教育長が学校給食を視察。給食には地場

農産物がふんだんに使われており、有機農業で栽培

されたお米を「モチモチしておいしい」と児童の元

気な声が、五泉の給食のおいしさを伝えていました。

有 料 広 告有 料 広 告
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有 料 広 告

　このたび、ＡＬＴ（外国語指導助手）のグレゴリー先生が五泉市に赴任しました。グレゴリー先生は五泉

小学校・巣本小学校・五泉北中学校を担当します。みなさんや日本文化に触れあえることを楽しみにしています。

Welcome to Gosen
ようこそ五泉市へ！

新ＡＬＴが赴任
（外国語指導助手）

Lundgren 
Gregory Gene

ランドグレン　
グレゴリー ジーン さん

認知症
について

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
も
が
願
う
健
康
。
気
に
な

る
病
気
の
症
状
や
予
防
法
、

家
庭
で
で
き
る
健
康
づ
く
り

な
ど
、
毎
日
を
健
康
に
過
ご

す
た
め
の
情
報
を
シ
リ
ー
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で
紹
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し
て
い
ま
す
。
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脳　
　
　の
働
き
が
徐
々
に
低
下
し
、
記
憶

　
　
　力
や
判
断
力
が
低
下
す
る
こ
と
で

生
活
に
支
障
が
で
て
い
る
状
態
を
認
知
症

と
い
い
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
と

診
断
さ
れ
る
人
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

65
歳
未
満
で
発
症
す
る
「
若
年
性
認
知
症
」

は
、
平
均
発
症
年
齢
が
50
歳
代
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
い
か
ら
関
係
な
い
と
思
わ
ず
、

認
知
症
に
関
心
を
持
ち
、
認
知
症
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
自
分
で
で
き
る
認
知
症
予
防

①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
よ
く
か
ん
で

　
食
べ
よ
う

　高
齢
者
は
肉
や
魚
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質

が
不
足
し
が
ち
な
の
で
意
識
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。
か
み
に
く
い
な
ど
、
お
口
に
関

す
る
悩
み
は
歯
科
医
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
積
極
的
に
体
を
動
か
そ
う

　運
動
や
家
事
、
農
作
業
な
ど
は
脳
の
血

流
を
促
し
、
認
知
症
予
防
に
な
り
ま
す
。

③
質
の
良
い
睡
眠
を
心
掛
け
よ
う

　起
床
時
に
十
分
に
休
め
た
と
感
じ
ら
れ

る
場
合
は
良
い
睡
眠
が
取
れ
て
い
ま
す
が
、

寝
床
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
睡
眠
の
質
が

下
が
る
こ
と
も
あ
り
要
注
意
で
す
。

④
人
と
積
極
的
に
交
流
し
よ
う

　人
と
の
交
流
は
生
活
の
刺
激
に
な
り
、

メ
リ
ハ
リ
が
で
ま
す
。

⑤
早
め
に
相
談
し
よ
う

　「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
か
か
り

つ
け
医
や
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
治
療
で
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
族
や
周
り
が
で
き
る
認
知
症
予
防

①
交
流
す
る
、
交
流
の
場
に
誘
う

　人
と
の
関
わ
り
が
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
だ
と
安

心
し
て
出
か
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
本
人
の
で
き
る
事
は
や
っ
て
も
ら
う

　役
割
が
な
く
な
る
と
、
認
知
症
が
進
行

し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
人
の
ペ

ー
ス
で
で
き
る
こ
と
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
に
相
談
し
よ
う

　周
囲
の
人
も
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ

た
ら
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
医
に
相
談
す

る
よ
う
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。


